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この製品は、関連するEU規制に適合しています；
詳細については、DOC シート（規格適合証明書）
をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンン
ののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因ととと
なななるるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

地域によっては、この機械の使用に当たり、本機の
エンジンにスパークアレスタを取り付けることが義
務付けられております。スパークアレスタはオプ
ションとして販売されています。ご入用の場合は、
弊社正規代理店よりお買い求めください。

トロの純正スパークアレスタは、USDA森林局の適
合品です。

重重重要要要 カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草
地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、同同同州州州公公公共共共資資資
源源源法法法第第第444244424442章章章ににによよよりりり、、、正正正常常常ににに機機機能能能すすするるるスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタののの装装装着着着、、、まままたたたはははエエエンンンジジジンンンににに対対対しししててて森森森林林林等等等ののの火火火災災災
防防防止止止措措措置置置をををほほほどどどこここすすすここことととががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。
他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は乗用型の多目的作業用機械であり、専
門業務に従事するプロのオペレータが運転操作す
ることを前提として製造されています。この製品
は、集約的で高度な管理を受けているゴルフ場や
スポーツフィールド、商用目的で使用される芝生
に対する管理を行うことを主たる目的として製造
されております。本機は、雑草地や道路わきの草
刈り、農業用地における刈り取りなどを目的とし
た機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合： www.Toro.com
製品・アクセサリに関する情報、代理店についての
情報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。

図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他にさらに2つの言葉で注意を促しています。
重重重要要要は製品の構造などについての注意点を、注注注は
その他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、オプションの刈り込みデッキを搭載す
ることにより、CEN安全規格EN836: 1997、および
ANSI規格B71.4-2012に適合する製品となります。

不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりすると、
人身事故につながります。事故を防止するため、
以下に示す安全上の注意や安全注意標識のついて
いる遵守事項は必ずお守りください。これは「「「注注注
意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」など、人身の安全に関わ
る注意事項を示しています。これらの注意を怠る
と死亡事故などの重大な人身事故が発生すること
があります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2012から抜粋し
たものです。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、注意事項を厳守してください。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアル や関連する機

器のマニュアルをよくお読みください。各部の
操作方法や本機の正しい使用方法に十分慣れ
ておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には運転させな
いでください。地域によっては機械のオペレー
タに年齢制限を設けていることがありますので
ご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対
に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータ
やユーザーが責任を負うものであることを忘れ
ないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人すべてに適切なトレーニング
を行ってください。特に以下の点についての十
分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注
意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制御す
ることは非常に難しくなること。斜面で制御
不能となるおもな原因は：

◊ タイヤグリップの不足、特にぬれた芝の
上で；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握し
ていなかった；

◊ 積荷の重量分配の不適切。

運運運転転転ののの前前前ににに

• 運転には必ず頑丈な靴と長ズボンを着用してく
ださい。また、裸足やサンダルで機械を運転し
ないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていな
いか、作業場所をよく確認しましょう。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 刈り込みデッキを搭載している場合には、使用
前に必ずデッキの目視点検を行い、刈り込みブ
レード、ブレードボルト、カッターアセンブリ
などの状態を確認してください。バランスを狂
わせないようにするため、ブレードを交換する
ときにはボルトもセットで交換してください。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい

• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリ
ンの取り扱いには細心の注意を払ってくださ
い。ガソリンは極めて引火しやすく、またその
気化ガスは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンの温度が下がってから行いま
しょう。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、絶対に
機械や燃料容器を保管･格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。ノズルを開
いたままにする器具などを使わないでください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでくだ
さい。給油後は燃料タンクキャップをしっか
りと締めてください。
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運運運転転転操操操作作作
• 旋回動作を行う時は、注意深くゆっくりと行っ

てください。方向を変える前に、後方の安全と
旋回方向の安全を確認してください。

• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切っ
た場所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行って
ください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのク
ラッチをすべて外し、ギアシフトをニュート
ラルにしてください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面での
作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため：

– 斜面では急停止・急発進しない；

– 斜面の走行中や小さな旋回をする時は十分
に減速する；

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意す
ること。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するとき
は通行に注意しましょう。

• アタッチメントを使用するときは、排出方向に
気を付け、人に向けないようにしてください。ま
た作業中は機械に人を近づけないでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられてい
ない状態のままで運転しないでください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。規
定以上の速度でエンジンを運転すると人身事故
が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降
させる；

– 駐車ブレーキを掛ける；

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 以下の場合には、アタッチメントの駆動を停止
し、エンジンを止め、キーを抜き取ってくださ
い：

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行うとき

– 異物をはね飛ばしたとき。機械に損傷がない
か点検し、必要があれば修理を行ってくださ
い。点検修理が終わるまでは作業を再開しな
いでください。

– 機械が異常な振動を始めたとき（直ちに点検
する）。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチ
メントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、エ
ンジンを止めてください。燃料を補給する前

ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））ののの使使使用用用ととと保保保守守守整整整備備備

• ROPS（横転保護バー）は効果の高い重要な安全
装置です。運転する時は常にROPSを完全に立て
た状態にし、必ずシートベルトと共にお使い
ください。

• どうしても必要な場合以外にはROPSを降ろさな
いでください。ROPSを降ろした状態ではシート
ベルトを使用しないでください。

• ROPS を折りたたんでしまうと、転倒時に安全保
護ができなくなることを十分認識してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、
練習しておいてください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法
面、段差、水などがある現場では、必ずROPSを
立てて運転してください。

• 頭上の安全（木の枝、門、電線など）に注意
し、これらに機械や頭をぶつけないように注
意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具
がゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行
い、万一の際に確実に役立つようにしておい
てください。

• ROPS が破損した場合には修理せず、必ず新品
に交換してください。

• ROPSを外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• メーカーの許可なくROPSを改造することを禁
じます。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管

• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、
ナット、ねじ類が十分に締まっているかを確
認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分
離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エン
ジンが十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー、バッテ
リーの周囲に、余分なグリス、草や木の葉、ホ
コリなどが溜まらないようご注意ください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全のた
めに交換してください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋
外で作業を行ってください。
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• 刈り込みデッキを搭載している場合には、１つ
のブレードを回転させると他も回転する場合が
ありますから注意してください。

• 駐車するとき、格納するとき、機械から離れ
るときは、アタッチメントを降下させておい
てください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと

きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ
さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。

乗乗乗用用用芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたた
だだだくくくたたためめめににに：：： TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項は上記規格には含まれていません
が、トロの芝刈り機を初めとする製品を安全に使
用していただくために必ずお守りいただきたい事
項です。

• エンジンの排気ガスには致死性の有毒物質であ
る一 酸化炭素が含まれている。屋内や締め切っ
た場所ではエンジンを運転しないこと。

• エンジン回転中は、機械の可動部、カッティン
グデッキの裏側や排出口に手足や髪、衣服を近
づけないでください。

• マシンには、使用中に熱くなる部分があります
ので、これらの部分に触れないよう注意してくだ
さい。保守、調整、整備などの作業は、マシン各
部が安全な温度に下がってから行ってください。

• バッテリー液は毒性があり、皮膚に付くとやけ
どを引き起こします。皮膚、目、衣服に付着さ
せないよう注意してください。バッテリーに関
わる作業を行うときには、顔や目や衣服をきち
んと保護してください。

• この機械は公道を走行する装備をもたない「低
速走行車両」です。公道を横切ったり、公道上
を走行しなければならない場合は、必ず法令を
遵守し、必要な灯火類、低速走行車両の表示、
リフレクタなどを装備してください。

• バッテリーからは爆発性のガスが発生します。
バッテリーにタバコの火、火花などの火気を近
づけないでください。

• 製造時の性能を適切に発揮できるよう、交換部
品は必ずトロの純正品をお使いください。

• 弊社が認可していないアタッチメントは使用し
ないでください。認可されていないアタッチメ
ントを御使用になると製品保証を受けられなく
なる場合があります。

斜斜斜面面面でででののの運運運転転転操操操作作作

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所、池や川の
近くなどでは作業しないでください。車輪や
ローラが溝などに落ちて機体が転倒すると、最
悪の場合、死亡事故などの重大な事故となる
危険があります。

• ぬれた芝草に覆われた斜面では本機を使用しな
いでください。滑りやすくなっているために走
行力が十分発揮できず、制御できなくなる危険
があります。

• 急旋回したり不意に速度を変えたりしないで
ください。

• 斜面では速度を落とし、より慎重な運転を心が
けましょう。

• 作業場所に岩や木の幹などの障害物がある場合
には目に付きやすいマークをつけておきましょ
う。深い芝生に隠れて障害物が見えないこと
があります。

• 溝、穴、岩、くぼみ、マウンドなどに注意しま
しょう；不用意に入ると機体が転倒する危険
があります。

• 上り坂で急発進しないでください；機体が後ろ
にのけぞって転倒する危険があります。

• 斜面では急な発進や急な停止は避けてくださ
い。坂を上れないと分かったら、アタッチメン
トの作動を止め、ゆっくりとバックで、まっす
ぐに坂を下りてください。

• 斜面での安定性を確保するために、メーカーが
指示するウェイトやカウンタウェイトを必ず搭
載してください。

• アタッチメントには十分な注意を払ってくださ
い。アタッチメントによってマシンの安定性が
変わり、安全限界が変わる場合がありますから
ご注意ください。

ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））ののの使使使いいい方方方

• 運転するときには必ずROPS（横転保護バー）を
立て、シートベルトを着用してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、
練習しておいてください。

• ROPS を下げた状態では、ROPS による安全保護
は機能しませんからご注意ください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください：法
面、段差、水などがある現場では、必ずROPSを
立てて運転してください。

• どうしても必要な場合以外は、ROPS を下げない
でください。ROPSROPSROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態ででで乗乗乗車車車すすするるる時時時ににに
はははシシシーーートトトベベベルルルトトトをををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 頭上の安全（木の枝、門、電線など）に注意
し、これらに機械や頭をぶつけないように注
意すること。
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音音音力力力レレレベベベルルル
注注注 この項に挙げるデータは、CE ロゴのついた製
品にのみ適用されます。

この機械は、音力レベルが 101 dBA であることが
確認されています； ただしこの数値には不確定値
（K）1 dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
モモモデデデルルル 312223122231222

注注注 この項に挙げるデータは、CE ロゴのついた製
品にのみ適用されます。

これらの機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 85 dBA であることが確認されていま
す； ただしこの数値には不確定値（K）1 dBA が
含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
モモモデデデルルル 312233122331223

注注注 この項に挙げるデータは、CE ロゴのついた製
品にのみ適用されます。

これらの機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 80 dBA であることが確認されていま
す； ただしこの数値には不確定値（K）1 dBA が
含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
注注注 この項に挙げるデータは、CE ロゴのついた製
品にのみ適用されます。

腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 0.39 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.34 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.41 m/s2

不確定値（K） = 0.5 m/s2

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

117-3276117-3276117-3276

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告：表面が熱い。触れな
いこと。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告 — オペレーターズマ
ニュアルを読むこと。

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 芝刈機メーカーが正規に使用しているブレードであることを
示す。

106-2353106-2353106-2353

1. 電気ソケット
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117-3272117-3272117-3272

1. 警告： オペレーターズマニュアル を読むこと：横転保護装置
（ROPS）を使用しないと万一横転した場合に人身事故になる
危険がある； ROPS 使用時にはシートベルトを着用すること；
ROPS を使用していないときにはシートベルトをしないこと。

117-4766117-4766117-4766

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険：可動部に近づか
ないこと； 使用時にはすべての安全カバー類を正しく取り
付けておくこと。

117-3270117-3270117-3270

1. 警告： 表面が熱い。触れないこと。

2. ベルトに巻き込まれて大けがをする危険：可動部に近づか
ないこと； 使用時にはすべての安全カバー類を正しく取り
付けておくこと。

117–2718117–2718117–2718
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117-3273117-3273117-3273

1. 警告：オペレーターズマニュアルを読むこと。 6. 異物が飛び出す危険：人を近づけないこと。

2. 警告：講習を受けてから運転すること。 7. 警告： 車両を離れるときは駐車ブレーキをロックし、エンジンを
停止し、キーを抜くこと。

3. 警告： 運転席に着席しているときにはシートベルトを着用す
ること。

8. 転倒の危険： 下り坂ではカッティングユニットを下降させること；
旋回する時は速度を落とすこと；高速でターンしないこと。

4. 手足のけがや切断の危険：整備作業前にエンジンのキーを抜き
取り、マニュアルを読むこと；可動部に近づかないこと。

9. 手足や指の切断の危険： 可動部に近づかないこと。すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

5. 警告： 聴覚保護具を着用のこと。

117-3233117-3233117-3233

4輪駆動モデル

1. ヒューズに関する詳しい情報はオペレーターズマニュアルを
参照のこと。

2. 4 輪操舵ソレノイド： 7.5 A

3. PTO 許可、4 輪操舵ランプ、デッキ上昇、デッキのフロー
ト： 7.5 A

4. グロー・インジケータ、燃料RUNソレノイド、診断ランプ、始
動： 7.5 A

5. ヘッドライト、デッキ・アクチュエータ、PTO： 10 A

6. ライト： 15 A

7. オペレータ・プレゼンス･スイッチ： 10 A

8. 電源ソケット、ライト： 15 A

9. エンジン： 10 A

117-3232117-3232117-3232

2輪駆動モデル

1. ヒューズに関する詳しい情報はオペレーターズマニュアルを
参照のこと。

2. デファレンシャル・ロック： 10 A

3. エンジン： 10 A

4. ライト、電源ソケット： 15 A

5. 電源スイッチ、エンジン点火： 10 A

6. ライト： 15 A

7. オペレータ・プレゼンス･スイッチ： 10 A

8. コンピュータ： 2 A

9. ヘッドライト、デッキ・アクチュエータ： 10 A
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106-9206106-9206106-9206

1. ホイールトルクについての規定

2. 参照：オペレーターズマニュアル。

115-0492115-0492115-0492

キャブ無しモデル

1. 刈高（mm）

115-0493115-0493115-0493

キャブ付きモデル

1. 刈高（mm）

119–0124119–0124119–0124

(キャブ付きモデル)

1. 警告：キャブの窓を開けて運転する場合には聴覚保護具
を着用すること。

2. フードを開ける前に、後方のドアを閉めること。

117–2787117–2787117–2787

(キャブ付きモデル)

1. ヘッドライト, 15 Aヒューズ 4. ワイパー, 15 Aヒューズ

2. ヒーター, 15 Aヒューズ 5. 室内ランプ, 15 Aヒューズ

3. エアコン, 30 A ヒューズ

115–5501115–5501115–5501

(キャブ付きモデル)

1. ライト 4. エアコンスイッチ

2. ワイパースイッチ 5. ファンコントロール

3. 温度コントロール
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バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。

106-9290106-9290106-9290

2 輪駆動モデルのみ

1. 入力 5. 着席 9. 出力 13. 始動

2. 作動していない 6. PTO 10. PTO 14. パワー

3. オーバーヒート時のエンジ
ン停止

7. 駐車ブレーキ OFF 11. 始動

4. オーバーヒート時の警告 8. ニュートラル 12. 通電で運転（ETR）

11

 



120-0259120-0259120-0259

107-2916107-2916107-2916

1. 整備作業前にはエンジンキーを抜き取
り、オペレーターズマニュアルを読むこ
と。

2. 異物が飛び出す危険：デフレクタを上位
置にセットして、あるいは取り付けない
で運転しないこと； 必ず正しく取り付け
て運転すること；作業中は周囲に人を近
づけないこと。

3. ブレードによる手足切断の危険：可動部
に近づかないこと
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117-3277117-3277117-3277

4 輪駆動、キャブ無しモデル

1. デッキ下降 6. 2 輪操舵

2. デッキ上昇 7. 4 輪操舵

3. エンジン： 停止 8. 高速

4. エンジン： 作動 9. 無段階調整

5. エンジン： 始動 10. 低速

120-0257120-0257120-0257

2 輪駆動モデル

1. デッキ下降 6. デファレンシャル･ロック

2. デッキ上昇 7. 高速

3. エンジン： 停止 8. 無段階調整

4. エンジン： 作動 9. 低速

5. エンジン： 始動
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119-9899119-9899119-9899

キャブ付きモデルのみ

1. デッキ下降 6. 2 輪操舵

2. デッキ上昇 7. 4 輪操舵

3. エンジン： 停止 8. 高速

4. エンジン： 作動 9. 無段階調整

5. エンジン： 始動 10. 低速
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

駆動シャフト 1

ねじ, 5/16 x 1–3/4 インチ 4

ロックナット, 5/16 インチ 4111
ロールピン, 3/16 x 1-1/2 インチ 2

オプションの刈り込みデッキまたはQASに
駆動シャフトを取りつけます

リテーナピン 2

グリスフィッティング 2222
ワッシャヘッドねじ, 5/16 x 7/8 インチ 2

オプションの刈り込みデッキを取りつけ
るのに使用します。

333 必要なパーツはありません。 – ROPS（横転保護バー）を立てます。

444 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を点検する。

555 必要なパーツはありません。 – 油圧オイル、エンジンオイル、冷却液の
量を点検します。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

エンジンマニュアル 1 ご使用前にお読みください。

パーツカタログ 1 パーツ番号を調べるための資料です。

オペレータのためのトレーニング資料 1 ご使用前にご覧ください。

1
オオオプププシシショョョンンンののの刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキまままたたた
はははQASQASQASににに駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトををを取取取りりりつつつけけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 駆動シャフト

4 ねじ, 5/16 x 1–3/4 インチ

4 ロックナット, 5/16 インチ

2 ロールピン, 3/16 x 1-1/2 インチ

手手手順順順

注注注 PTO 駆動シャフトは、マシンをホイストで吊り上
げて行うと楽に行えます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止して、
駐車ブレーキを掛け、キーを抜き取る。

警警警告告告

PTOPTOPTO 駆駆駆動動動シシシャャャフフフトトトがががカカカッッッテテティィィンンングググデデデッッッキキキににに
接接接続続続ささされれれててていいいななないいい時時時にににエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動しししててて
PTOPTOPTO スススイイイッッッチチチををを操操操作作作しししななないいいこここととと。。。万万万一一一エエエンンン
ジジジンンンををを始始始動動動しししててて PTOPTOPTO シシシャャャフフフトトトををを回回回転転転さささせせせ
てててしししまままうううととと大大大きききななな人人人身身身事事事故故故やややマママシシシンンンののの損損損傷傷傷
事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。PTOPTOPTO 駆駆駆動動動シシシャャャ
フフフトトトをををデデデッッッキキキかかかららら切切切りりり離離離すすす前前前ににに、、、PTOPTOPTO ククク
ラララッッッチチチををを誤誤誤っっっててて作作作動動動さささせせせるるるここことととのののななないいいよよよううう
ににに、、、PTOPTOPTO用用用ソソソレレレノノノイイイドドドコココイイイルルル（（（ワワワイイイヤヤヤハハハーーー
ネネネスススにににつつついいいててていいいるるる）））ををを外外外しししててておおおくくくこここととと。。。

2. PTO クラッチを誤って作動させることのない
ように、PTO用ソレノイドバルブコネクタか
ら、ワイヤハーネスのコネクタを外しておく
こと（図 3）。
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G018339

1

図図図 333

1. ワイヤハーネスの電気コネクタ

3. PTO駆動シャフトを機体前部の下に置く。駆動
シャフトのスリップシャフトヨーク（図 4）
がトランスミッションのPTOシャフトを向いて
いることを確認する。

G018340

1
2

345
図図図 444

1. トランスミッションの駆動
シャフト

4. ロックナット

2. キャップスクリュ 5. ロールピン

3. PTO シャフト

4. 駆動シャフトのヨークのスプラインとロール
ピンの穴を、トランスミッションシャフトの
スプラインと穴に合わせる。

5. PTO駆動シャフトのヨークをトランスミッショ
ンのPTOシャフトに差し込む。

6. PTO 駆動シャフトの端部にあるヨークを以下
の手順で固定する：

A. ヨークとシャフトにロールピンを取り付
ける。

B. 駆動シャフトのヨークにキャップスクリュ
を取り付ける。

C. ロックナットを取り付け、締め付け
て、ヨークとPTOシャフトを固定する。
ホイールナットを 20-27 Nm（175-225
in-lb=2.0-2.6 kg.m）にトルク締めする。

注注注 残りのキャップスクリュ、ロックナッ
ト、ロールピンは、駆動シャフトの反対
側の端部をアタッチメントのギアボック
スのシャフトに固定するのに使用するた
めに保管する。

7. PTO 駆動シャフトについているグリス注入か
らグリスアップを行う。

8. 駆動シャフトの反対側の端部をアタッチメン
トのギアボックスのシャフトに固定し終わっ
たら、ワイヤハーネスの電気コネクタをPTO
ソレノイドバルブのコイルのコネクタに接続
する（図 3）。

2
刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキ（（（オオオプププシシショョョンンン）））ののの取取取
りりり付付付けけけ用用用金金金具具具類類類

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 リテーナピン

2 グリスフィッティング

2 ワッシャヘッドねじ, 5/16 x 7/8 インチ

手手手順順順

注注注 これらは、リテーナピンを必要とする刈り込み
デッキをトラクションユニットに搭載するときのみ
に必要となるものです。具体的な取り付け手順につ
いては、 刈り込みデッキのオペレーターズマニュ
アルを参照してください。

注注注 刈り込みデッキをトラクションユニットに取り
付けない場合は、デッキ昇降チェーン（4本）を
昇降サスペンションに縛り付けておくか取り外す
かしてください。

3
ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））ををを立立立てててるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 機体の左右で保護バーからヘアピンコッター
を抜き、ピンを外す (図 5)。

2. ROPS をまっすぐに立ててピンで固定し、ヘア
ピンコッターでロックする (図 5)。
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注注注 バーを下げなければならない時は、固定
ピンに掛かっている力を除くためにバーを前
に押した状態でピンを抜き取り、フードの上
にバーを落とさないようにゆっくりと慎重に
バーを降ろしてピンで固定します。

図図図 555

1. ROPS 3. ヘアピンコッター

2. ピン

4
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。
運転前に正しいレベルに下げてください。キャブを
搭載していない場合、前タイヤの適正空気圧は 103
kPa（1.05 kg/cm2 = 15 psi）、後タイヤは 172 kPa
（1.76 kg/cm2 = 15 psi）まで下げてください。キャ
ブを搭載している場合は、前後のタイヤとも 172
kPa（1.76 kg/cm2 = 15 psi） に統一してください。

5
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 運転の前に油圧オイルの量を確認する。「油
圧オイルの量の確認」を参照。（保守の章）

2. エンジンを始動する前にエンジンオイルの量
を確認する；「保守」の章の「エンジンオイ
ルの量の点検」を参照。

3. エンジンを始動する前に冷却液の量を確認す
る；「保守」の章の「冷却系統の点検」を参
照。
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製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際にエンジンを始動して作業を始める前に、各部
分の操作方法をよく知っておいてください。

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル(図 6)は前進走行と後退走行を制御しま
す。ペダル前部を踏み込むと前進、後部を踏み込む
と後退です。走行速度はペダルの踏み込み具合で
調整します。スロットルが FAST 位置にあり負荷
が掛かっていない状態でペダルを一杯に踏み込む
と最高速度となります。

ペダルの踏み込みをやめると、ペダルは中央位置に
戻り、走行を停止します。

注注注 緊急停止するには、走行ペダルの後部（後退ベ
ダル）を踏み込みます。

図図図 666

1. 駐車ブレーキ 4. 走行ペダル

2. ブレーキペダル 5. 速度リミッタ

3. チルト調整ペダル

速速速度度度リリリミミミッッッタタタ

速度リミッタレバー（図 6）を前側に倒すと、運転
中の最高速度を制限することができます。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダルには駐車ブレーキ用のブレーキペダ
ルラッチがついています（図 6）。通常の走行中
は、走行ペダルから足を離せば走行ペダルがニュー
トラルに戻って自然にブレーキがかかります。ブ
レーキペダルは緊急時に急停止したい場合などに
お使いください。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

駐車ブレーキを掛けるには、ブレーキペダルを踏み
込み、ペダルの上部についているラッチを踏み込
みます（図 6）。駐車ブレーキを解除するには、
ロック機構からラッチが外れて落ちるまでペダル
を踏み込みます。

チチチルルルトトト調調調整整整ペペペダダダルルル

ハンドルを手前に寄せたい場合には、ペダルを踏
み込み、ステアリング･タワーを手前に引き寄せ、
ちょうど良い位置になったら、ペダルから足を離し
ます（図 6）。ハンドルを手元から遠くへ移動させ
たい場合には、ペダルを踏み込み、希望位置まで
ハンドルを前に押し出し、ラッチがかかったらペ
ダルから足を離します。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動キーには3つの位置があります： OFF,
ON/Preheat, STARTです（図 7）。

図図図 777

1. PTOスイッチ 8. 診断ランプ（4輪駆動モデ
ルのみ）

2. エンジンオイル圧警告灯 9. 始動スイッチ

3. 充電インジケータランプ 10. 電源ソケット

4. アワーメータ 11. オプション用スイッチ取り付
け場所

5. デファレンシャルロック・ス
イッチ（2輪駆動モデルのオ
プション）

12. デッキ昇降スイッチ

6. 操舵セレクタ・スイッチ（4輪
駆動モデルにのみ装備）

13. グロープラグ・ランプ

7. スロットルレバー 14. 冷却水温警告灯

故故故障障障診診診断断断ララランンンプププ（（（444輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ）））

マシンに異常が検出された場合にも点灯します
（図 7）。
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スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーー

エンジンの回転速度を制御します（図 7）。Slow
側にするとエンジンの速度が低下します。レバーを
SLOW 方向へ動かすとエンジン速度が遅くなります｡
スロットルは、PTOの速度とエンジン回転数をコン
トロールします（スロットルで決まったエンジン回
転数をベースに走行ペダルで走行速度を変えられま
す）。アタッチメントを駆動する場合には、エンジ
ンを必ずフルスロットルで駆動してください。

PTOPTOPTOスススイイイッッッチチチ

PTOスイッチはアタッチメントの作動と停止を行
います（図 7）。

操操操舵舵舵セセセレレレクククタタタ・・・スススイイイッッッチチチ（（（444輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルににに
のののみみみ装装装備備備）））

スイッチの後部を押すと 4 輪操舵となり、前部を
押すと 2 輪操舵になります（図 7）。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

エンジンの積算運転時間を表示します（図 7）。
キーが RUN 位置にある時に作動します。表示時間
を目安にして定期整備の計画を立ててください。

デデデフフファァァレレレンンンシシシャャャルルルロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチ（（（222輪輪輪駆駆駆動動動
モモモデデデルルルのののオオオプププシシショョョンンン）））

スイッチの前部を押して保持するとデファレンシャ
ル・ロックが作動します（図 7）。

グググロロローーープププラララグググ･･･ララランンンプププ（（（オオオレレレンンンジジジ色色色のののララランンンプププ）））

始動スイッチを ON にすると点灯します（図 7）。
点灯時間は6秒間です。ランプが消えたら、エンジ
ンを始動することができます。

冷冷冷却却却水水水温温温警警警告告告灯灯灯

エンジンの冷却水の温度が異常に高くなるとラン
プが点灯し、ブレードの回転を停止させます（図
7）。トラクションユニットを停止させずに冷却液の
温度が更に7℃上昇すると、エンジンが停止します。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが停停停止止止しししててて温温温度度度警警警告告告灯灯灯ががが点点点灯灯灯
しししたたた場場場合合合にににははは、、、PTOPTOPTOノノノブブブををを押押押ししし込込込みみみ、、、平平平らららででで安安安全全全ななな
場場場所所所へへへ移移移動動動ししし、、、スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーーををを SlowSlowSlow 位位位置置置ににに
セセセッッットトトししし、、、走走走行行行ペペペダダダルルルをををニニニュュューーートトトラララルルルとととしししててて駐駐駐車車車ブブブ
レレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、エエエンンンジジジンンンががが自自自然然然ににに冷冷冷えええるるるのののををを待待待っっっててて
くくくだだださささいいい。。。そそそしししてててそそそのののまままままま、、、エエエンンンジジジンンン温温温度度度ががが安安安全全全
レレレベベベルルルににに下下下がががるるるまままででで数数数分分分間間間待待待っっってててくくくだだださささいいい。。。エエエンンン
ジジジンンン温温温度度度ががが安安安全全全域域域まままででで下下下がががっっったたたらららエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止
しししててて冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検しししままますすす；；；「「「冷冷冷却却却系系系統統統ののの保保保守守守」」」
ののの「「「冷冷冷却却却系系系統統統ののの点点点検検検」」」ををを参参参照照照。。。

充充充電電電イイインンンジジジケケケーーータタタ

充電インジケータは、充電系統に異常が発生すると
点灯します(図 7)。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンオイルの圧力が異常に低下するとこの警告
灯(図 7)が点灯します。万一このようなことが起
こった場合には、直ちにエンジンを停止し油圧低
下の原因を調べてください。必ず修理してから運
転を再開してください。

燃燃燃料料料計計計

燃料計（図 8）は、燃料タンクに残っている燃料の
量を表示します。

図図図 888

1. 燃料計 2. 燃料タンクのキャップ

キキキャャャブブブ関関関係係係ののの制制制御御御装装装置置置

モモモデデデルルル 312223122231222 のののみみみ

ワワワイイイパパパーーー///ウウウォォォッッッシシシャャャーーー液液液スススイイイッッッチチチ

スイッチ後部を押すとワイパー（図 9）が作動し、
スイッチ前部を押すとウォッシャー液ポンプが作
動します。スイッチから手を離すとウォッシャー
液の噴出がとまります。

エエエアアアコココンンン・・・スススイイイッッッチチチ

スイッチ前部を押すとエアコン（図 9）が作動し、
スイッチ後部を押すと停止します。
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図図図 999

1. ワイパー/ウォッシャー液ス
イッチ

3. ファンコントロール

2. エアコン・スイッチ 4. 温度コントロール

フフファァァンンン・・・コココンンントトトロロローーールルル

ノブを回してファンの回転速度を調整します（図
9）。

温温温度度度コココンンントトトロロローーールルル

ノブを回してキャブ内の温度を調整します（図
9）。

ヒヒヒーーータタターーー・・・バババルルルブブブ

ヒーター・バルブはエンジンルームにあり（図
10）、夏の間はこれを閉じておくと、エアコンの
能力を最大限に利用することができます。夏が終
り冬対策が必要になったら、バルブを全開にして
ください。

図図図 101010

1. ヒーター・バルブ

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

長さ 241.3 cm

幅（後輪） 147.3cm

高さ, モデル 31223 （ROPSを立
てた状態）

198 cm

高さ, モデル 31223（ROPSを倒
した状態）

137.2 cm

高さ, モデル 31222 218.4 cm

重量：モデル 31222 1,361 kg

重量：モデル 31223 1,134 kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで
808080 dBAdBAdBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚
ににに障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
硫黄分の少ない（微量：500 ppm 未満、または極
微量：15 ppm 未満）の新しい軽油またはバイオ
ディーゼル燃料以外は使用しないでください。セタ
ン値が 40以上のものをお使いください。燃料の劣
化を避けるため、180日以内に使いきれる程度の量
を購入するようにしてください。

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量：：： 51.1 リットル

気温が -7℃ 以上では夏用燃料（2号軽油）を使用
しますが、気温が -7℃ 以下の季節には冬用燃料
（1号軽油または1号と2号の混合）を使用してくだ
さい。低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火
点や流動点が下がってエンジンが始動しやすくなる
ばかりでなく、燃料の成分分離（ワックス状物質
の沈殿）によるフィルタの目詰まりを防止できる
などの利点があります。

気温が -7° 以上の季節には夏用燃料を使用する方
が、燃料ポンプの寿命を延ばします。

重重重要要要 デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの代代代わわわりりりににに灯灯灯油油油やややガガガソソソリリリンンン
ををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。こここののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいとととエエエ
ンンンジジジンンンががが破破破損損損しししままますすす。。。

警警警告告告

燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。
まままたたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤
ななな症症症状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• ノノノズズズルルルやややタタタンンンククク、、、コココンンンデデディィィシシショョョナナナーーー注注注入入入口口口
にににははは顔顔顔ををを近近近づづづけけけななないいいこここととと。。。

••• 燃燃燃料料料蒸蒸蒸気気気ががが目目目ややや肌肌肌ににに触触触れれれななないいいよよようううにににすすするるる

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20
燃料（バイオディーゼル燃料が20％、通常軽油が
80％）を使用することができます。ただし、通常軽
油は硫黄分の少ない、または極微量のものを使って
ください。以下の注意を守ってお使いください。

• バイオディーゼル成分が ASTM D6751 または
EN 14214 に適合していること。

• 混合後の成分構成が ASTM D975 または EN 590
に適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料は塗装部を傷める可
能性がある。

• 寒い地方ではB5（バイオディーゼル燃料が5％）
またはそれ以下の製品を使用すること。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部
分、ホース、ガスケットなど燃料に直接接する
部分をまめに点検すること。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからし
ばらくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こ
す可能性があります。

• バイオディーゼル燃料についてのより詳細な情
報は代理店におたずねください。

危危危険険険

燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災ななな
どどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
303030 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。

危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直接接接
置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
1. 平らな場所に駐車する。
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2. エンジンを止め、駐車ブレーキを掛ける。

3. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭い
てからキャップを取る（図 11）。

図図図 111111

1. 燃料計

2. 燃料タンクのキャップ

重重重要要要 斜斜斜面面面ででで燃燃燃料料料タタタンンンクククのののふふふたたたををを開開開けけけななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。燃燃燃料料料ががが流流流れれれ出出出るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. 燃料タンクに、上面から約2.5 cm下まで燃料を
補給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

5. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。
こぼれた燃料はふき取る。

注注注 可能であれば、作業後に毎回燃料を補給しておく
ようにしてください。これにより燃料タンク内の結
露を少なくすることができます。

ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））ののの使使使いいい方方方
• 運転するときには必ずROPS（横転保護バー）を

立て、シートベルトを着用してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、
練習しておいてください。

• ROPS を下げた状態では、ROPS による安全保護
は機能しませんからご注意ください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください：法
面、段差、水などがある現場では、必ずROPSを
立てて運転してください。

• どうしても必要な場合以外は、ROPS を下げない
でください。ROPSROPSROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態ででで乗乗乗車車車すすするるる時時時ににに
はははシシシーーートトトベベベルルルトトトをををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

• 頭上の安全（木の枝、門、電線など）に注意
し、これらに機械や頭をぶつけないように注
意すること。

警警警告告告

転転転倒倒倒事事事故故故ののの際際際ののの負負負傷傷傷ややや死死死亡亡亡ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに：：：
ROPSROPSROPS ははは必必必ずずず立立立てててたたた位位位置置置にににロロロッッックククしししててておおおききき、、、運運運
転転転時時時にににはははシシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

まままたたた、、、シシシーーートトトプププレレレーーートトト（（（運運運転転転席席席）））がががラララッッッチチチででで固固固
定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

警警警告告告

ROPSROPSROPS ををを下下下げげげるるるととと横横横転転転ににに対対対すすするるる保保保護護護効効効果果果はははなななくくく
なななるるる。。。

••• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPSROPSROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

••• ROPSROPSROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗車車車しししててていいいるるるととときききにににはははシシシーーートトト
ベベベルルルトトトををを着着着用用用しししななないいいこここととと。。。

••• 運運運転転転はははゆゆゆっっっくくくりりり慎慎慎重重重にににおおおこここなななうううこここととと。。。

••• 頭頭頭上上上ののの障障障害害害物物物がががなななくくくなななっっったたたららら直直直ちちちににに ROPSROPSROPS
ををを立立立てててるるるこここととと。。。

••• 頭頭頭上上上ののの安安安全全全（（（木木木ののの枝枝枝、、、門門門、、、電電電線線線なななどどど）））ににに注注注
意意意ししし、、、こここれれれらららににに機機機械械械ややや頭頭頭をををぶぶぶつつつけけけななないいいよよよううう
ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

1. ROPS を下げるには、バーを前方に押して固定
ピンに掛かっている力をゆるめた状態で、左
右の固定ピンを抜き取る(図 12)。

図図図 121212

1. ピン 3. ROPS, 立てた状態

2. ヘアピンコッター 4. ROPS, 下げた状態

2. バーを降ろす(図 12).

3. ピンとヘアピンコッターで固定する(図 12)。
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重重重要要要 まままたたた、、、運運運転転転席席席がががラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいいるるる
ここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

4. ROPS を立てるには、機体の左右でヘアピン
コッターを抜き、ピンを外す(図 12)。

5. ROPS をまっすぐに立ててピンで固定し、ヘア
ピンコッターでロックする (図 12)。

重重重要要要 ROPSROPSROPS ををを立立立てててててて乗乗乗車車車すすするるるととときききにににははは必必必ずずずシシシーーートトトベベベ
ルルルトトトををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。ROPSROPSROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗るるる時時時
ははは、、、シシシーーートトトベベベルルルトトトををを締締締めめめななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

安安安全全全第第第一一一
安全についての章に記載されている注意事項をすべ
てよく読んでください。オペレータや周囲の人を事
故から守る重要な情報が掲載されています。

危危危険険険

ぬぬぬれれれたたた芝芝芝ののの上上上ややや急急急ななな斜斜斜面面面でででははは、、、スススリリリッッップププなななどどどににに
よよよっっっててて機機機体体体ををを制制制御御御ででできききなななくくくなななるるる危危危険険険ががが大大大きききいいい。。。

車車車輪輪輪ががが溝溝溝なななどどどににに落落落ちちちててて機機機体体体ががが転転転倒倒倒すすするるるととと、、、最最最
悪悪悪ののの場場場合合合、、、死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな事事事故故故とととなななるるる
危危危険険険がががあああるるる。。。

ROPSROPSROPS ををを下下下げげげたたた状状状態態態でででははは、、、ROPSROPSROPS ににによよよるるる安安安全全全保保保
護護護ははは機機機能能能しししななないいい。。。

運運運転転転すすするるるととときききにににははは必必必ずずずROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））ををを
立立立ててててててロロロッッックククししし、、、シシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここ
ととと。。。

ROPSROPSROPS ににに関関関すすするるる説説説明明明ややや警警警告告告をををよよよくくく読読読んんんででで注注注意意意事事事
項項項ををを守守守るるるこここととと。。。

危危危険険険ををを避避避けけけ、、、転転転倒倒倒事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに：：：

••• 段段段差差差ややや溝溝溝、、、池池池ややや川川川ののの近近近くくくなななどどどでででははは作作作業業業しししななな
いいい。。。

••• 斜斜斜面面面でででははは速速速度度度ををを落落落とととししし、、、よよよりりり慎慎慎重重重ななな運運運転転転ををを
心心心がががけけけるるる。。。

••• 急急急旋旋旋回回回しししたたたりりり不不不意意意ににに速速速度度度ををを変変変えええたたたりりりしししななないいい。。。

注注注意意意

こここののの機機機械械械ののの運運運転転転音音音ははは、、、オオオペペペレレレーーータタタののの耳耳耳ののの位位位置置置ででで
808080 dBAdBAdBA とととなななりりり、、、長長長時時時間間間使使使用用用しししつつつづづづけけけるるるととと聴聴聴覚覚覚
ににに障障障害害害ををを起起起こここすすす可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

運運運転転転ににに際際際しししてててははは聴聴聴覚覚覚保保保護護護具具具ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

1. ROPS を立ててロックし、運転席に座ってシー
トベルトを締める。

2. 走行ペダルがニュートラル位置にあるのを確
認する。

3. 駐車ブレーキを掛け、

4. PTO スイッチをOFF 位置とする (図 13)。

図図図 131313

1. PTOスイッチ 3. グロープラグランプ

2. 始動スイッチ 4. スロットルレバー

5. スロットルレバーを Fast と Slow の中間に
セットする（図 13）。

6. キーを RUN 位置に回す（図 14）。

グロープラグ･ランプが6秒間点灯する。

図図図 141414

1. 始動 3. OFF

2. ラン/グロープラグ 4. グロープラグ・インジケータ

7. グローランプが消えたら、キーをSTART位置に
回す。エンジンが始動したら、キーから手を
離す。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタををを 151515 秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使
用用用すすするるるとととオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす｡｡｡

注注注 燃料系統から燃料を一度完全に抜いた後に
は、一度の始動操作でエンジンが始動できな
い場合があります。

23

 



8. エンジンと油圧系統が十分に暖まるまで、ス
ロットルレバーを Fast と Slow の中間にセッ
トしたままで待つ。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを初初初めめめててて始始始動動動しししたたた時時時、、、エエエンンンジジジンンン
やややトトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン、、、ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタなななどどど
のののオオオーーーバババーーーホホホーーールルルををを行行行っっったたた後後後なななどどどははは、、、ウウウォォォーーー
ムムムアアアッッップププ後後後、、、スススロロロッッットトトルルルレレレバババーーーををを SlowSlowSlow 位位位置置置
にににセセセッッットトトししし、、、111～～～222分分分間間間ののの時時時間間間ををを取取取っっっててて前前前進進進後後後
退退退動動動作作作ののの確確確認認認ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、昇昇昇降降降
レレレバババーーーやややPTOPTOPTOレレレバババーーーををを操操操作作作しししててて各各各部部部ののの作作作動動動状状状態態態
ををを確確確認認認すすするるる。。。以以以上上上ののの点点点検検検ののの後後後、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停
止止止さささせせせ、、、オオオイイイルルルののの量量量、、、漏漏漏れれれややや各各各部部部のののゆゆゆるるるみみみややや
不不不具具具合合合なななどどどがががななないいいかかか、、、さささらららににに点点点検検検すすするるる。。。

注注注意意意

機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部がががすすす
べべべててて完完完全全全ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順

1. PTO スイッチを切り、走行ペダルがニュート
ラル位置にあることを確認し、駐車ブレーキ
を掛け、スロットルレバーを Slow 位置に
セットする。

2. エンジンをアイドル回転させた状態で 60 秒
間待つ。

3. キーを OFF 位置に回す（図 14）。すべての部
分が完全に停止してから運転席を立つ。

4. 輸送や格納保管に際しては、忘れずに始動
キーを抜き取る。

重重重要要要 キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままででで放放放置置置すすするるるととと、、、燃燃燃料料料ポポポ
ンンンプププやややアアアクククセセセサササリリリががが作作作動動動しししてててバババッッッテテテリリリーーー上上上ががが
りりりををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずず
らららででで運運運転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれががが
あああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででで
あああっっってててももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを
抜抜抜ききき取取取るるる。。。

運運運転転転
エンジンの速度（1分間の回転数）はスロットル
コントロールによって制御されています。スロッ
トルコントロールを高速位置にするとベストのパ
フォーマンスが得られます。アタッチメントを駆動
する場合には、エンジンを必ずフルスロットルで駆
動してください。

ススステテテアアアリリリンンングググののの選選選択択択（（（444輪輪輪駆駆駆動動動モモモ
デデデルルルのののみみみ）））
ターフへのダメージを最小限にしつつトリミング
性能を最大限に発揮するために、刈り込みは常に
4 輪操舵モードで行ってください。そして、道路
を走行するときや現場から現場へ移動する場合に
は、必要に応じて 2 輪操舵モードにすることをお
奨めします。

図図図 151515

1. 2/4 操舵切り換えスイッチ

444 輪輪輪操操操舵舵舵かかかららら 222 輪輪輪操操操舵舵舵へへへののの切切切りりり換換換えええ

切り換えスイッチ（図 15）の前側を押します。こ
の時、4 輪が直進状態に揃っていない場合には、緑
色のランプが点滅して、4 輪操舵状態が維持された
ままとなり、4 輪が直進状態に揃った時点で切り換
えが行われます。ランプが点滅した場合には、ハン
ドルをゆっくりと操作して直進走行状態にすれば、
ランプは点滅状態から点灯状態に変ります。緑色の
ランプが点灯状態になれば、2 輪操舵状態です。

注注注 車輪を整列させる時のハンドル操作はゆっくり
行ってください：急激すぎると整列動作が不正確に
なる可能性があります。

222 輪輪輪操操操舵舵舵かかかららら 444 輪輪輪操操操舵舵舵へへへののの切切切りりり換換換えええ

切り換えスイッチ（図 15）の後側を押します。こ
の時、前輪が直進状態になっていない場合には、緑
色のランプが点滅して、2 輪操舵状態が維持された
ままとなり、4 輪が直進状態に揃った時点で切り換
えが行われます。ランプが点滅した場合には、ハ
ンドルをゆっくりと操作して直進走行状態にすれ
ば、ランプは点滅状態から消灯（OFF）状態に変り
ます。車輪を整列させる時のハンドル操作はゆっく
り行ってください：急激すぎると整列動作が不正確
になる可能性があります。緑色のランプが消灯状態
（OFF）になれば、4 輪操舵状態です。

24

 



注注注 2 輪駆動から 4 輪駆動への切り換えを何度も
行っているうちに正しい整列が得られなくなった場
合には、「保守」の章の「ステアリングの整列の修
正」を参照してください。

停停停止止止
走行を停止するには、走行ペダルから足を離します
（ペダルはニュートラルに戻ります）。

機体からを離れるときには必ず駐車ブレーキを掛け
てください。また、忘れずに始動キーを抜き取っ
てください。

注注注意意意

置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運
転転転すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、たたたとととえええ数数数分分分間間間ででであああっっっててて
ももも必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキやややアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト
（（（オオオプププシシショョョンンン）））ののの操操操作作作

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキ（（（アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト）））ののの上上上昇昇昇ととと
下下下降降降

デッキ昇降スイッチ（図 16）は、デッキ（アタッ
チメント）の上昇と下降を行うスイッチです。こ
のスイッチは、エンジンが掛かっていないと使用
できません。

図図図 161616

1. デッキ昇降スイッチ

• デッキ（アタッチメント）を下降させるには、
スイッチを前に押します。

• デッキ（アタッチメント）を上昇させるには、
スイッチを後に押します。

重重重要要要 デデデッッッキキキ（（（アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト）））ががが完完完全全全ににに上上上昇昇昇ししし
たたたららら、、、スススイイイッッッチチチかかかららら手手手ををを離離離しししてててくくくだだださささいいい。。。スススイイイッッッ

チチチををを押押押しししつつつづづづけけけるるるととと油油油圧圧圧系系系統統統ををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。

注注注 デッキ（アタッチメント）を上昇位置にロック
するには、デッキを15 cmを超えた高さまで上昇さ
せ、刈高ストップピンを外し（「刈高の調整」を
参照）、ピンを 15 cm の刈高位置に差し込みま
す（図 18）。

PTOPTOPTO ををを入入入れれれるるる

PTO スイッチは、芝刈りブレードなどのアタッチメ
ントを ON/OFF するスイッチです。

1. エンジンが冷えている場合には、PTO の操作
を行う前に 5～10分間程度のウォームアップ
を行う。

2. 走行ペダルがニュートラル位置にあること、
および、エンジンがフルスロットルで回転し
ていることを確認する。

3. PTO スイッチを引くと PTO が作動を開始す
る(図 17)。

図図図 171717

1. PTO スイッチ

PTOPTOPTO ををを解解解除除除すすするるる

PTO を解除するには、PTO スイッチを OFF 位置
にします。
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刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は、25-152mm で、ストップピンの
取り付け穴を変更することにより、6mm 刻みで調
整することができます。

1. エンジンが回転している状態で、デッキ昇降
スイッチの後側を押し、デッキが完全に上昇
したら 直直直ちちちにににレレレバババーーーかかかららら手手手ををを離離離すすす (図 18)。

2. ストップピンについているロールピンを回し
てピンと刈高設定穴のスロットとが整列した
ところでピンを抜き取る (図 18)。

3. 刈高ブラケットについている穴から、希望す
る刈高に対応する穴を見つけ、その穴にピン
を通し、ピンを回してロックする (図 18)。

注注注 刈高設定穴は、扇形の外周に一番近い段か
ら全部で4段（列）あります (図 18)。外周側
の列は、外周部に刻印されている通りの刈高
の穴です。2 列目の穴は、それぞれ 1 列目プ
ラス 6 mmの刈り高となります。3 列目の穴
は、それぞれ 1 列目プラス 12 mmの刈り高
となります。一番下の列の穴は、それぞれ 3
列目プラス 18 mmの刈り高となります。刈高
152mm だけは例外で、2列目のはずれにありま
す。この穴にセットすると 刈高 152mm となり
ます （6mm アップにはなりません）。

図図図 181818

1. ストップピン

4. 必要に応じて芝削り防止ローラとスキッドの
調整を行う。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムム

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

安全のために、以下の条件がそろわないとエンジン
を始動できないようになっています。

• 運転席に座っているか駐車ブレーキが掛かっ
ている。

• PTOが解除されている。

• 走行ペダルがニュートラル位置にある。

• エンジン温度が規定最高温度未満である。

インタロック･システムはまた、駐車ブレーキを掛
けたままで走行ペダルを操作すると、エンジンを停
止させます。PTO を ON にしたままで運転席から立
ち上がると、1秒後にエンジンを停止させます。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

機械を使用する前には、必ずインタロックシステム
のテストをしてください。安全装置が正しく動作
しない場合には直ちに修理が必要です。弊社代理
店に連絡してください。

1. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTO を ON に
セットする。エンジンを始動させてみる；ク
ランキングしなければ正常。

2. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTO を OFF に
セットする。走行ペダルを踏み込む。エンジ
ンを始動させてみる；クランキングしなけれ
ば正常。

3. 着席し、駐車ブレーキを掛け、PTO を OFF に
セットし、走行ペダルから足を離してニュー
トラル位置に戻す。エンジンが始動できれば
正常。エンジンが作動している状態で駐車ブ
レーキを解除し、PTO）を「入」にセットし、
運転席からすこし立ち上がる。2輪駆動モデル
では、2秒以内にエンジンが停止するのが正
常。4輪駆動モデルでは、刈り込みデッキが停
止するのが正常。エンジンは停止しない。

4. 運転席に着席せず、駐車ブレーキを掛け、PTO
を OFF にセットし、走行ペダルをニュートラ
ル位置にする。エンジンを掛ける。その状態
で走行ペダルを踏み込む；2秒以内にエンジン
が停止すれば正常。

5. 運転席に着席せず、駐車ブレーキを解除し、
PTO を OFF にセットし、走行ペダルをニュー

26

 



トラル位置にする。エンジンを始動させてみ
る；クランキングしなければ正常。

SCMSCMSCM ををを使使使っっったたた故故故障障障探探探究究究

222輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルルのののみみみ

このマシンでは、SCM（標準コントロール･モジュー
ル）が様々な機能を監視しています。SCM は座席
の下にあります。

SCM の表面に配置されている 11個の LED によりシ
ステムの状態を確認することができます。システム
の確認には7個の LED を使用します。各 LED の表示
する内容については図 19を参照してください。SCM
の機能の詳細については、サービスマニュアル を
ご覧ください。サービスマニュアルは弊社正規代
理店にて入手していただけます。

図図図 191919

1. オーバーヒートによるエンジン停止： エンジン温度が危険域に
達したためエンジンを停止した。冷却系統を点検する。

2. 高温警告灯：エンジンの温度が危険域まで上昇したために
PTOの作動が停止された。冷却系統を点検する。

3. オペレータが着席している。

4. PTOが ON。

5. 駐車ブレーキが掛かっていない。

6. コントロールがニュートラル位置。

7. SCM に電源が入っており、SCM は正常に機能している。

診診診断断断ララランンンプププにににつつついいいててて
（（（444輪輪輪駆駆駆動動動のののみみみ）））

このマシンには故障診断用ランプが付いており、電
子コントローラが電気系統の異常を探知するとそれ
を知らせます。故障診断ランプはコントロールパネ
ルの下についています（図 20）。電子コントロー
ラが正常に機能している場合は、始動スイッチをON
にすると診断ランプが3秒間点灯し、その後に消灯
します。マシンの作動が停止すると、ランプが点灯
し、キーを他の位置に回すまでこの状態が続きま
す。電子コントローラが電気系に異常を発見する
と、診断ランプは点滅します。故障状態が解消し、
キーを OFF 位置に戻すと、ランプは消灯してシス
テムは自動的にリセットされます。

図図図 202020

1. 故障診断ランプ

ランプの点滅は以下のどちらかを知らせています：

• 出力回路の１つがショートしている。

• 出力回路の１つが断線している。

このような場合には、診断ディスプレイを使って
異常のある出力回路を探します；「インタロック
スイッチの点検」の項（このページ）を参照して
ください。

始動スイッチをON位置にしても診断ランプが点灯し
ない時は、電子コントローラが作動していないこと
を示しています。考えられる原因としては：

• ランプが切れている。

• ヒューズが飛んでいる。

• 電子コントローラの不良。

結線部、ヒューズ、ランプを点検してください。
ループバックコネクタが確実に接続されているか確
認してください。

故故故障障障診診診断断断用用用ACEACEACE デデディィィスススプププレレレイイイ
444輪輪輪駆駆駆動動動のののみみみ

このマシンでは、電子コントローラがほとんどの機
械機能を制御しています。コントローラは、入力
側のスイッチ（シートスイッチや始動スイッチな
ど）が果たすべき機能をチェックし、それに基づ
いて出力回路を操作し、機械の運転に必要なソレ
ノイドやリレーを作動させます。

コントローラが機械を制御するためには、各入力・
出力スイッチが正しく接続・機能している必要が
あります。

故障診断用ACEディスプレイ（オーバーレイと共に
使用）は、この機能（電気系）をチェックする装置
です。必要に応じToro代理店にご相談ください。
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イイインンンタタタロロロッッッククク・・・スススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点
検検検すすするるる
444輪輪輪駆駆駆動動動のののみみみ

インタロックスイッチは、走行ペダルが「ニュー
トラル」位置、およびPTOが「解除」状態でない限
りエンジンが始動（クランキングも）できないよ
うにする安全装置です。また、走行ペダルが踏ま
れた状態でオペレータが座席を離れるとエンジン
を停止させます。

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの機機機能能能点点点検検検手手手順順順

1. 平らな場所に駐車し、アタッチメントを降下
させ、エンジンを停止させ、駐車ブレーキを
掛ける。

2. 運転席を倒す。

3. コントローラの近くにあるワイヤハーネスと
そのコネクタを探し出す（図 21）。

g018321

図図図 212121

1. ワイヤハーネスとコネクタ

4. 故障診断 ACE ディスプレイを打ちのコネクタ
を診断用コネクタに接続する（図 22）。

注注注 ACEディスプレイ表面にのせるオーバーレイ
の種類を間違えないでください。

図図図 222222

1. 故障診断用ACE

5. 始動キーをON位置に回すが、エンジンは始動
させない。

注注注 オーバーレイの赤文字は、対応する入力ス
イッチを示し、緑文字は出力を示します。

6. ACEの右下すみの“inputs displayed”（入
力表示中）LEDが点灯すればよい。“outputs
displayed”（出力表示中）が点灯したら、切
替えボタンで入力表示にする。

ACE は入力スイッチが閉じられると、対応す
るLEDを点灯させてそれを知らせる。

7. それぞれのスイッチを一つずつ閉じて（例：
運転席に座る、走行ペダルを踏む）、ACE上で
対応するLEDの点灯・消灯を確認する。各ス
イッチについて何度か繰り返し、動作不良が
ないことを確認する。

8. スイッチが閉じているのにそれに対応する
LED が点灯しない場合は、そのスイッチに関
わる配線とスイッチ自身に異常がないかをテ
スターで調べる。問題のあるスイッチや配線
はすべて修理する。

注注注 ACEは、出力のチェック（ソレノイドやリレーに
通電があるかどうか）を行うこともできます。こ
の方法を使うと、不具合の原因を早く突き止める
ことができます。

出出出力力力機機機能能能のののチチチェェェッッッククク手手手順順順
1. 平らな場所に駐車し、アタッチメントを降下

させ、エンジンを停止させ、駐車ブレーキを
掛ける。

2. 運転席を倒す。

3. コントローラの近くにあるワイヤハーネスと
そのコネクタを探し出す。

4. ハーネスのコネクタに付いているループバッ
クコネクタを注意深く外す。
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5. 故障診断ACEディスプレイのコネクタを、ハー
ネスの対応するコネクタに接続する。マシン
前部にアタッチメントを取り付けている場合
には、コントローラが2台ついている。

注注注 ACEディスプレイの表面にのせるオーバーレ
イの種類を間違えないでください。

6. 始動キーをON位置に回すが、エンジンは始動
させない。

注注注 オーバーレイの赤文字は、対応する入力ス
イッチを示し、緑文字は出力を示します。

7. ACEの右下すみの“outputs displayed”（出
力表示中）LEDが点灯すればよい。“inputs
displayed”（入力表示中）が点灯したら、切
替えボタンで出力表示にする。

注注注 以下の点検では、入力表示と出力表示を
切り換える場合がでてきます。切替えにはボ
タンを１回押します。何度でも自由に切り換
えられますが、ボタンを押しっぱなしにしな
いでください。

8. 運転席に座り、点検したい機能の操作を実際に
行ってみる。操作に従って対応するLEDが点灯
すれば、コントローラが正常に機能している。

注注注 対応する出力 LED が点灯しない場合は、点灯に
必要な入力スイッチがすべて適切な位置（ONまたは
OFF）になっているかどうかを点検してください。
また、スイッチの機能そのものに異常がないかど
うか点検してください。

出力に異常がないのに正常に動かない場合は電気
系には問題がなく、それ以外（油圧系）に問題の
原因があると考えられます。必要な修理を行って
ください。

注注注 各出力スイッチが正しい位置にあり、マシンも
正常に機能するのにLEDが正しく点灯しないのはコ
ントローラの不良です。この場合はToro代理店に
ご連絡ください。

重重重要要要 ACEACEACEはははマママシシシンンンににに接接接続続続しししっっっぱぱぱなななしししにににしししななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。ACEACEACEははは日日日常常常ののの使使使用用用環環環境境境ににに耐耐耐えええららられれれるるる強強強度度度がががああありりり
ままませせせんんん。。。使使使用用用後後後ははは外外外しししててて、、、ルルルーーープププバババッッックククコココネネネクククタタタををを
元元元通通通りりりにににハハハーーーネネネスススコココネネネクククタタタににに接接接続続続しししててておおおいいいてててくくくだだださささ
いいい。。。ハハハーーーネネネスススにににルルルーーープププバババッッックククコココネネネクククタタタををを接接接続続続しししななないいい
ととと、、、マママシシシンンンははは作作作動動動しししままませせせんんん。。。ACEACEACEはははマママシシシンンンににに積積積んんんだだだ
ままままままにににせせせずずず、、、湿湿湿気気気のののななないいい屋屋屋内内内ににに保保保管管管しししてててくくくだだださささいいい。。。

座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる（（（標標標準準準座座座席席席ののの場場場
合合合）））

座座座席席席ののの前前前後後後位位位置置置調調調整整整

運転席は前後にスライド調整することができます。
体格に合わせて運転しやすい位置を選んでセットし
てください。

1. 調整は、レバーを横に動かしてシートのロッ
クを解除して行う(図 23)。

図図図 232323

1. バックレスト調整ノブ 3. 腰部サポート調整ノブ

2. サスペンション調整ノブ 4. 前後調整レバー

2. 希望の位置に座席をスライドさせ、レバーか
ら手をはなせばその位置に固定する。

3. 座席が確実に固定されているのを確認するた
め、前後にゆすってみる。

座座座席席席のののサササスススペペペンンンシシショョョンンン調調調整整整

スムースで快適な乗り心地になるよう、サスペン
ションを調整することができます。一番運転しや
すい位置にセットしてください。

運転席に座らずに、座席前部にあるノブを、オペ
レータの体重に合わせてセットします(図 23)。

図図図 242424

1. サスペンション調整ノブ 2. オペレータの体重設定

バババッッックククレレレススストトトののの位位位置置置調調調整整整

快適な乗り心地になるよう、背もたれを調整する
ことができます。すわり心地の一番よい位置に調
整してください。

調整は、右側アームレストの下にあるノブを回して
行います(図 23)。
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腰腰腰部部部サササポポポーーートトトののの調調調整整整

快適な乗り心地になるよう、背もたれの下部を調
整することができます。

調整は、左側アームレストの下にあるノブを回して
行います(図 23)。

座座座席席席ををを調調調整整整すすするるる（（（デデデラララッッックククスススシシシーーー
トトトののの場場場合合合）））

図図図 252525

1. 前後調整レバー 4. アームレスト調整ノブ

2. 体重調整レバー 5. 腰部サポート調整ノブ

3. 背当てロックレバー

体体体重重重調調調整整整ののの方方方法法法

スムースで快適な乗り心地になるよう、サスペン
ションを調整することができます。

重重重要要要 調調調整整整ははは、、、運運運転転転席席席ににに座座座っっったたた状状状態態態ででで、、、イイイグググニニニッッッシシショョョ
ンンンキキキーーーををを ONONON 位位位置置置にににしししててて行行行いいいままますすす。。。

そして、体重調整レバーを使って、運転する人の体
重に合わせます（図 25）。

調整表示窓の透明部分の中央に矢印がくるように調
整してください。

矢印がこの部分にあれば、運転席のスプリングの動
きが最も小さい状態になっています。

体重調整の最低限界・最高限界位置は音で分かり
ます。

重重重要要要 オオオペペペレレレーーータタタのののけけけがががやややマママシシシンンンののの破破破損損損ををを防防防止止止すすするるる
たたためめめににに、、、使使使用用用前前前ににに体体体重重重調調調整整整ををを点点点検検検ししし、、、必必必要要要ににに応応応じじじててて
調調調整整整すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 体重調整中に、コンプレッサの作動時間が 1 分
間以上になるとコンプレッサが損傷する恐れがあり
ますから注意してください。

座座座席席席ののの前前前後後後位位位置置置調調調整整整

運転席は前後にスライド調整することができます。
体格に合わせて運転しやすい位置を選んでセットし
てください。

1. 調整は、レバーを引き上げてシートのロック
を解除して行います(図 25)。

2. 希望の位置に座席をスライドさせ、レバーか
ら手をはなせばその位置に固定する。

3. 座席が確実に固定されているのを確認するた
め、前後にゆすってみる。

注注注 運転中は、ロックレバーを操作しないで
ください。

腰腰腰部部部サササポポポーーートトトののの調調調整整整

腰部サポートはすわり心地を向上させ、ドライバー
の作業をやりやすくします。

快適な乗り心地になるよう、背もたれの下部を調
整することができます。

調整ノブを上に回すと背もたれの上部の湾曲の調整
ができます。調整ノブを下に回すと背もたれの下部
の湾曲の調整ができます（）図 25。

0 = 湾曲なし

1 = 上部の湾曲が最大

2 = 下部の湾曲が最大

アアアーーームムムレレレススストトトののの調調調整整整

アームレストは、個別に高さを調整できるほか、必
要に応じて折りたたむことができます。

アームレストの高さを調整するには、カバーについ
ている丸いキャップ（図 25）を外し、裏側にある
六角ナット（13 mm)をゆるめて高さを調整し、その
位置でナットを締めつけます。ナットににキャップ
を取り付けます。

警警警告告告

シシシーーートトトベベベルルルトトトのののロロローーーラララががが適適適切切切ににに作作作動動動しししなななくくくなななるるる
恐恐恐れれれがががああありりりままますすすのののでででアアアーーームムムレレレススストトトををを一一一番番番低低低いいい位位位
置置置にににセセセッッットトトしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

アアアーーームムムレレレススストトトののの角角角度度度ののの調調調整整整

オペレータが運転しやすいように、アームレストの
角度を調整することができます。

アームレストの角度はノブを回して調整します
（図 25）。

ノブを外側に回す（＋）とアームレストの前側が高
くなり、ノブを内側に回す（－）と低くなります。
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バババッッックククレレレススストトトののの位位位置置置調調調整整整

快適な乗り心地になるよう、背もたれの位置を調
整することができます。すわり心地の一番よい位
置に調整してください。

ロックレバーを引いてバックレストキャッチを外し
ます（図 25）。この時、背もたれにもたれかかる
などして力を掛けないようにしてください。

座席の前側や後側に力をかけたりゆるめたりし
て、背もたれを適当な位置に調整してください。
ロックレバーから手を離しすと背もたれはロック
されます。

注注注 ロックされた後、背もたれが「動く」ようでは
いけません。

運運運転転転席席席ををを倒倒倒すすすにににははは
油圧システムなど、座席下に配置されている機器
へアクセスするには、運転席を前に倒す必要があ
ります。

1. 運転席の左側に配置されている座席固定ラッ
チを後ろに倒すと、運転席全体を前に倒せる
ようになる(図 26)。

図図図 262626

1. シートラッチ

2. 座席を定位置に戻すには、座席固定ラッチ解
放バー引き上げて、座席を起こす。

図図図 272727

1. 座席固定ラッチ解放バー

機機機体体体ををを手手手ででで押押押しししててて移移移動動動すすするるる
故障、燃料切れなどの際には、機体を手で押して移
動することができます。この操作の前に必ず、二つ
の油圧バイパス･バルブを両方とも開いてください。

重重重要要要 機機機体体体ははは必必必ずずず手手手ででで押押押すすすよよようううにににししし、、、距距距離離離はははででできききるるる
だだだけけけ短短短くくくしししてててくくくだだださささいいい。。。牽牽牽引引引すすするるるととと油油油圧圧圧回回回路路路ががが破破破損損損
すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

機機機体体体ををを押押押しししててて移移移動動動すすするるるにににははは

1. PTO を解除し、駐車ブレーキを掛け、キーを
OFF にする。

2. キーは抜き取っておく。バババイイイパパパススス・・・バババルルルブブブををを
必必必ずずず 222 つつつとととももも開開開くくくこここととと

3. 運転席を倒す。

4. 各バイパスバルブを左回りに1回転させる（図
28）。

これで油圧回路がバイパスされ、車輪が自由
に回るようになる。

重重重要要要 バババイイイパパパスススバババルルルブブブははは111回回回転転転以以以上上上さささせせせななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。回回回ししし続続続けけけるるるとととバババルルルブブブががが外外外れれれててて油油油圧圧圧オオオ
イイイルルルががが流流流れれれ出出出てててしししまままいいいままますすす。。。

5. 駐車ブレーキを解除して移動を開始する。

通通通常常常運運運転転転へへへののの復復復帰帰帰

各バイパスバルブを右に１回転させて手締めする
（おおよそ （8 Nm） (図 28).

注注注 バイパスバルブを締め付けすぎないでください。

バイパスバルブが開いたままでは、マシンは走行
できません。
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図図図 282828

1. バイパス･バルブ

機機機体体体をををトトトラララッッックククなななどどどににに載載載せせせるるるとととききき
トレーラやトラックへの積み込みは十分に注意して
行ってください。積み込みに使用する歩み板は、タ
イヤ幅のものを2本使用するのでなく、わだちの幅
よりも十分に広い1枚ものの板を使用することをお
奨めします（図 29）。トラクタのフレームの後ろ下
部分（左右の後輪の間）を後方に延長すると、マシ
ンが後ろにのけぞるのを防止することができます。
幅広の歩み板を使用すると、万一の時、このフレー
ム部分で機体の転落を防止することができます。一
枚ものの歩み板を使えない場合には、板を3枚使っ
て、一枚ものと同じ機能を持たせてください。

また、歩み板は、傾斜が15度以下となるような十分
に長いものを使ってください（図 29）。傾斜がき
ついと、歩み板からトレーラやトラックに乗り移る
際に機体の一部が引っかかる恐れがあります。ま
た、後ろに転倒する危険性も高くなります。I斜面
で積み込みを行う場合には、トレーラやトラック
が谷側になるように、つまり、歩み板がなるべく
水平に近くなるように配置してください。これに
より歩み板の角度を小さくすることができます。
トレーラやトラックは、できるだけ荷床面が水平
になるように駐車してください。

重重重要要要 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででははは旋旋旋回回回動動動作作作をををしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい；；；転転転落落落すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

歩み板を上る際には急加速を避け、歩み板をバック
で下る際には急減速をさけてください。どちらの操
作も後ろに転倒する危険が高くなります。

警警警告告告

トトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククへへへののの積積積みみみ込込込みみみ時時時にににははは後後後ろろろへへへ
ののの転転転倒倒倒ややや転転転落落落ののの危危危険険険ががが高高高くくくなななりりり、、、そそそれれれだだだけけけ死死死亡亡亡
事事事故故故やややそそそののの他他他ののの人人人身身身事事事故故故ののの危危危険険険ももも高高高いいい。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上でででののの運運運転転転にににははは細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払ううう
こここととと。。。

••• 必必必ずずず一一一枚枚枚もももののの十十十分分分ににに幅幅幅のののあああるるる歩歩歩みみみ板板板ををを使使使用用用
すすするるる；；；細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわななないいい。。。

••• 細細細いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使わわわざざざるるるををを得得得ななないいい場場場合合合にににははは、、、
数数数枚枚枚ののの板板板ををを並並並べべべててて機機機体体体よよよりりりももも十十十分分分ににに広広広いいい斜斜斜
面面面ををを作作作るるるよよようううにににすすするるる。。。

••• 地地地表表表面面面かかからららトトトレレレーーーラララやややトトトラララッッックククににに歩歩歩みみみ板板板ををを渡渡渡
しししたたた時時時ののの角角角度度度ががが151515度度度ををを超超超えええななないいいよよようううにににすすするるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板ををを上上上るるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすするるる危危危険険険がががあああ
るるるのののででで急急急加加加速速速ををを避避避けけけるるる。。。

••• 歩歩歩みみみ板板板をををバババッッックククででで降降降りりりるるる際際際にににははは後後後ににに転転転倒倒倒すすす
るるる危危危険険険がががあああるるるのののででで急急急減減減速速速ををを避避避けけけるるる。。。

図図図 292929

1. トレーラ 3. 15度を超えないこと

2. 車幅の歩み板 4. 車幅の歩み板；横から見
た図
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移移移動動動走走走行行行

警警警告告告

灯灯灯火火火類類類、、、低低低速速速走走走行行行車車車両両両ののの表表表示示示、、、リリリフフフレレレクククタタタななな
どどどををを装装装備備備せせせずずずににに公公公道道道ををを横横横切切切っっったたたりりり公公公道道道上上上ををを走走走
行行行すすするるるのののははは事事事故故故やややけけけがががののの原原原因因因とととなななるるる危危危険険険行行行為為為
ででであああるるる。。。

公公公道道道ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずそそそれれれぞぞぞれれれののの地地地域域域
ででで定定定めめめららられれれててていいいるるる車車車両両両条条条件件件（（（表表表示示示、、、灯灯灯火火火なななどどど）））
ををを満満満たたたすすすよよようううななな装装装備備備ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

マシンの移送には十分に強度のあるトレーラやト
ラックを使用してください。トレーラやトラックに
は、法令で定められた灯火類やマークを必ず取り付
けてください。安全に関する注意事項はすべてよく
読んでください。オペレータや周囲の人を事故から
守る重要な情報が掲載されています。

移送に際しての準備：

• 車両、ヒッチ、安全チェーン、トレーラなどに
ついて、作業に適した装備を行い、それぞれ
の地域の交通規則などを守って走行・作業し
てください。

• ブレーキをロックし、車輪に輪止めを掛ける。

• (また、トレーラやトラックに機械を載せて運搬
する場合には、地域の交通規則にしたがって、
ロープ、チェーン、ケーブルなどで確実に機体
を固定してください（図 30）。

図図図 303030

1. 車両前部のロープ掛けポ
イント

2. 機体後部のロープ掛けポ
イント
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 10 時間
• 走行ベルトの張りを点検する。
• エアコンのコンプレッサのベルトの張りを点検する（キャブ付きモデル）。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 50 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 200 時間 • 油圧オイルとフィルタを交換する。

使用するごとまたは毎日

• 安全装置のテスト
• インタロックスイッチの動作を点検する。
• エンジンオイルの量を点検してください。
• 冷却水の量を点検する。
• ラジエターは圧縮空気を吹き付けて清掃してください（水で清掃しないこと）。
• 油圧オイルの量を点検する。
• アタッチメントの清掃を行う。

50運転時間ごと

• ベアリングとブッシュのグリスアップ
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• エアコン用スクリーンを清掃する。 （悪条件下ではより頻繁に整備を行う）。

100運転時間ごと
• 走行ベルトの張りを点検する。
• エアコンのコンプレッサのベルトの張りを点検する（キャブ付きモデル）。

150運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• 冷却系統のホースとシールを点検する。亀裂が入っている場合は交換する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

250運転時間ごと
• キャブのエアフィルタを清掃する。 （破れている場合や汚れがひどい場合は交換する。）
• エアコン用コイルを清掃する。 （悪条件下ではより頻繁に整備を行う）。

400運転時間ごと

• エアクリーナの整備を行う。（エアクリーナのインジケータが赤色になったらその時点
で整備を行う。チリはホコリの非常に多い環境で使用しているときには頻繁な整備が
必要となる。）

• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 燃料ラインとその接続の点検。

800運転時間ごと
• 油圧オイルとフィルタを交換する。
• エンジンのバルブのクリアランスを点検する。手順についてはエンジンのマニュア
ルを参照してください。

1500運転時間ごと • 可動部ホースを交換する

2年ごと
• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、詳詳詳細細細ななな
サササーーービビビスススマママニニニュュュアアアルルルををを弊弊弊社社社代代代理理理店店店（（（デデディィィススストトトリリリビビビュュューーータタタ）））ででで販販販売売売しししててていいいままますすす。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検する

駐車ブレーキを点検する。

燃料残量を点検する

油圧オイルの量を点検する。

エンジンオイルの量を点検す
る

冷却液の量を点検する

燃料・水セパレータを点検する

油圧フィルタのインジケータの
表示を確認する3。

ラジエターとスクリーンの汚れ
具合を点検する

エンジンからの異常音がない
か点検する1。

運転操作時に異音がないか
点検する

油圧ホースに損傷がないか点
検する

オイル類が漏れていないか点
検する

タイヤ空気圧を点検する

計器の動作を確認する。

各グリス注入部のグリスアッ
プを行う2。

塗装傷のタッチアップ塗装を
行う

1. 始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

3. インジケータが赤になっていないかどうか。

要注意個所の記録

点検担当者名：

内容 日付 記事
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注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

図図図 313131

定期整備ステッカー

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

フフフーーードドドののの支支支えええ棒棒棒ののの使使使いいい方方方
1. フードラッチを外す。

2. フレームチューブの下に支え棒が入る高さま
でフードを持ち上げる（図 32）。

3. フードを静かに下げながら、フレームチュー
ブの下に支え棒をセットする。

4. フードを元に戻すには、まずフードを少し持ち
上げ、フレームチューブから支え棒を外し、
その後、フードを静かに下ろす。

5. フードラッチをしっかりと掛ける。

1 G015806

図図図 323232

1. 支え棒
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリスススアアアッッッ
プププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

定期的に、全部のベアリングとブッシュにNo.2汎用
リチウム系グリスを注入します。通常の使用では
50 運転時間ごとにベアリングとブッシュのグリス

アップを行います。悪条件下（ホコリの多い環境）
では毎回グリスアップしてください。ベアリングや
ブッシュの内部に異物が入ると急激に磨耗が進行し
ます。車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく
直ちにグリスアップしてください。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスフィッ
ティングをきれいに拭く｡

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

図図図 333333

（図は、刈り込みデッキが搭載されている状態）

37

 



注注注 後ステアリング・リンクのグリスフィッティン
グにアクセスするためには、収納ボックス部を取
り外す必要があります。

注注注 機体をジャッキアップして床から浮かせると、
上下のキングピンにグリスがより良く回るように

なります。4箇所のキングピン・アセンブリのすべ
てにおいて、アクスルケース/ブッシュアセンブリ
の上下両方からグリスがはみ出てくるまで注入を
続ける必要があります。

図図図 343434

注注注 機械を洗浄するときにベアリングを傷めないよう
に注意が必要です。機体が熱いうちの水洗いは避け
てください。また、高圧の水をベアリングやシール
に当てないでください。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点
検してください。破損していれば交換してくださ
い。吸気部全体について、リーク、破損、ホースや
クランプのゆるみなどがないか点検してください。

エアクリーナの整備はインジケータ（図 35）が赤
色になってから行ってください。早めに整備を行っ
ても意味がありません。むしろフィルタを外した
ときにエンジン内部に異物を入れてしまう危険が
大きくなります。

重重重要要要 本本本体体体とととカカカバババーーーがががシシシーーールルルでででしししっっっかかかりりり密密密着着着しししててていいい
るるるのののををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. エアクリーナのカバーをボディーに固定して
いるラッチを外す(図 35)。

図図図 353535

1. エアクリーナの整備時期イ
ンジケータ

3. エアクリーナカバーのラッチ

2. エアクリーナのカバー

2. ボディーからカバーを外す。フィルタを外す
前に、低圧のエア（2.8 kg/cm2、異物を含まな
い乾燥した空気）で、フィルタとボディーと
の間に溜まっている大きなゴミを取り除く。
高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。異異異物物物ががが
フフフィィィルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる
恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

このエア洗浄により、フィルタを外した時に
ホコリが舞い上がってエンジン部へ入り込む
のを防止することができる。

3. フィルタを取り外して交換する。

エレメントを洗って再使用しないこと。洗浄に
よってフィルタの濾紙を破損させる恐れがあ
る。新しいフィルタに傷がついていないかを点

検する。特にフィルタとボディーの密着部に
注意する。破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタははは使使使用用用しししななな
いいい。。。フィルタをボディー内部にしっかり取り付
ける。エレメントの外側のリムをしっかり押
さえて確実にボ ディーに密着させる。フフフィィィルルル
タタタののの真真真んんん中中中ののの柔柔柔らららかかかいいい部部部分分分ををを持持持たたたななないいいこここととと。。。

4. カバーについている異物逃がしポートを清掃
する。カバーについているゴム製のアウト
レットバルブを外し、内部を清掃して元通り
に取り付ける。

5. アウトレットバルブが下向き（後ろから見た
とき、時計の5:00と7:00の間になるように）
カバーを取り付ける。

6. ラッチをしっかりと掛ける。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初
回運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認し
てください。

クランクケースの油量は約 5.2 リットル（フィル
タ共）です。

以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使
用してください：

• API 規格：CH-4, CI-4 またはそれ以上のクラ
ス。

• 推奨オイル： SAE 15W-40 （-18℃以上）

• 他に使用可能なオイル：SAE 10W-30 または
5W-30（全温度帯）

トロのプレミアムエンジンオイル（10W-30 また
は 5W-30）を代理店にてお求めいただくことがで
きます。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、
駐車ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. フードを開ける。

3. ディップスティックを抜き取り、付いている
オイルをウェスで拭きとってもう一度差し込
む(図 36)。
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図図図 363636

1. ディップスティック 2. エンジンオイル・キャップ

4. ディップスティックを引き抜いて、オイルの
量を点検する。FULL マークまであればよい。

5. オイルの量が不足している場合は、補給キャッ
プ（図 36）を取り、Full 位置までオイルを
補給する。

入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ががが常常常時時時ゲゲゲーーージジジののの上上上限限限
ととと下下下限限限とととののの間間間にににあああるるるよよよううう、、、気気気をををつつつけけけててて管管管理理理しししててて
くくくだだださささいいい。。。オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎもももオオオイイイルルルののの不不不足足足
ももも、、、エエエンンンジジジンンンののの不不不調調調ややや故故故障障障ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

6. オイルキャップとディップスティックを取り
付け、フードを閉じる。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと

1. ドレンプラグ (図 37) を外してオイルを容
器に受ける。

2. オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。

3. オイルフィルタ（図 37）を外す。

4. 新しいフィルタのシールにきれいなエンジン
オイルを薄く塗る。

5. アダプタに新しいフィルタを取り付ける。ガ
スケットがアダプタに当たるまで手でねじ込
み、そこから更に 1/2 回転増し締めする。

重重重要要要 フフフィィィルルルタタタををを締締締めめめ付付付けけけすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。

6. エンジンオイルを入れる。「エンジンオイル
を点検する」の章を参照。

図図図 373737

1. オイル･ドレンプラグ 2. オイルフィルタ

スススロロロッッットトトルルルののの調調調整整整
1. スロットルレバーを、一番前の位置まで倒

し、そこから引き戻して、高速側から約 3 mm
ほど手前にある高速アイドル位置（ディテン
ト）にセットする。

2. エンジンの燃料噴射ポンプについている速度コ
ントロールレバーの位置を確認する。スロッ
トルコントロール・レバーをFAST位置（ディ
テント位置）にセットした状態で、速度コン
トロール・レバーが高速ねじに接触していれ
ば適正（図 38）。
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図図図 383838

1. スロットルケーブル 3. 速度コントロールレバー

2. 高速ねじ 4. ケーブルのジャムナット

3. 必要であれば、スロットルコントロール・
ケーブルのジャムナットの位置を調整して、
スロットルコントロール・レバーをFAST位置
（ディテント位置）にセットした時に速度コ
ントロール・レバーが高速ねじに接触するよ
うにする（図 38）。速速速度度度コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーー
ののの高高高速速速ねねねじじじははは調調調整整整しししななないいいこここととと。。。

4. 調整後は、ケーブルのジャムナットを十分に
締め付けること。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備
注注注 ディーゼル燃料の選択については「燃料を補給す
る」を参照してください。

危危危険険険

軽軽軽油油油ははは条条条件件件次次次第第第ででで簡簡簡単単単ににに引引引火火火爆爆爆発発発すすするるる。。。発発発火火火ししし
たたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補
給給給すすするるる時時時ははは、、、補補補給給給管管管ののの下下下まままでででとととすすするるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ででで保保保存存存ししし、、、
容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププをををはははめめめるるるこここととと。。。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

水セパレータ（図 39）の水抜きは毎日おこなって
異物を除去してください。400運転時間ごとにフィ
ルタのキャニスタを交換してください。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2. フィルタ容器（図 39）下部のドレンプラグを
ゆるめて水や異物を流し出す。

図図図 393939

1. 水セパレータのドレンプラグ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐ
う。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれいに
拭く。

5. ガスケットに薄くオイルを塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ
込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレンプラグを締める。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
以下の場合には、エンジンを始動する前に燃料シス
テムのエア抜きを実施する必要があります：
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• 新車を初めて始動する時

• 燃料切れでエンジンが停止した後に再始動する時

• 燃料系統の整備作業、例えばフィルタ交換、セ
パレータの洗浄などを行った後

1. 平らな場所に駐車し、燃料タンクに半分以上
の燃料が残っていることを確認する。

2. フードを上げ、支持棒で支える。

3. 燃料噴射ポンプ（図 40）についているエア抜
きネジを、12 mmのレンチを使って開く。

図図図 404040

1. ブリードネジ

4. 始動キーを ON 位置に回す｡電動燃料ポンプが
作動を開始し、エア抜きネジの周囲からエア
が漏れ出てくるのが確認される。ネジの周囲
から泡立たない燃料が出てくるようになるま
で、キーを ON 位置に保持しておく。

5. エア抜きネジを締め付け、始動キーを OFF 位
置に戻す｡

注注注 通常は、上記のエア抜き操作でエンジンが始動で
きるようになります。もし始動できない場合は、噴
射ポンプと噴射ノズルの間にエアが入っている場
合がありますので、 「インジェクタからのエア抜
き」を参照してください。

燃燃燃料料料イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
注注注 通常のエア抜きを行ってもエンジンが始動できな
い場合に行います。通常のエア抜き手順については
「燃料系統からのエア抜き」 を参照してください。

1. 燃料噴射ポンプの No.1インジェクタノズル(図
41)へのパイプ接続部をゆるめる。

図図図 414141

1. 燃料インジェクタ

2. 始動キーを ON 位置に回し、接続部から流れ
出る燃料が泡立たなくなるのを待つ。エアが
抜けて燃料のみが流れ出てくるようになった
らキーをOFFに戻す。

3. パイプをしっかり締め付ける。

4. 残りのノズルについても上記 1 ～ 3 の手順
でエアを抜く。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 2年ごと

燃料タンクは 2 年ごとにタンクを空にして内部を
清掃してください。また、タンクを空にした場合
には、インラインストレーナを取り外して洗浄し
てください。タンクの清掃にはきれいな燃料を使
用してください。

重重重要要要 燃燃燃料料料系系系統統統ががが汚汚汚染染染ささされれれたたた時時時ややや、、、マママシシシンンンををを長長長期期期
にににわわわたたたっっっててて格格格納納納すすするるる場場場合合合はははタタタンンンクククををを空空空にににしししててて内内内部部部
ををを清清清掃掃掃しししてててくくくだだださささいいい。。。
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燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

400 運転時間ごと又は１年に１回のうち早い方の
時期に点検を行ってください。劣化状態を調べ、
破損や割れ、ゆるみが発生していないかを調べて
ください。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備
重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備ををを行行行うううととときききははは必必必ずずずバババッッッテテテリリリーーー
ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。そそそののの際際際、、、シシショョョーーートトト
ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス（（（－－－）））ケケケーーーブブブルルルををを先先先
ににに取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

ヒヒヒュュューーーズズズののの点点点検検検
マシンが作動しなくなったり、電気系統に問題があ
る場合にはヒューズを点検してください。ヒューズ
を1本ずつ順に取り出し、切れていないかどうかを
目視で確認します。ヒューズを交換する場合には、
必ず 同同同じじじタタタイイイプププ、、、同同同じじじ電電電流流流定定定格格格のののヒヒヒュュューーーズズズを使っ
てください；こここれれれををを守守守らららななないいいととと電電電気気気系系系統統統ををを破破破損損損さささ
せせせてててしししまままううう恐恐恐れれれがががああありりりままますすす（各ヒューズの役割と
電流定格についてはヒューズボックスの隣に貼り
付けてあるステッカーを参照）。

トラクションユニットのヒューズは座席の下にあり
ます(図 42)。
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図図図 424242

1. ヒューズブロックの位置

キャブ用のヒューズは、キャブのヘッドライナに
ついているヒューズボックスの中にあります（図
43）。
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図図図 434343

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

バッテリーの上面をきれいに保持してください。高
温環境下で保管すると､涼しい場所での使用に比べ
てバッテリーは早く放電します｡

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸し
たブラシで定期的に清掃してください｡ 清掃後は
表面を水で流して下さい｡ 清掃中はセルキャップ
を外さないでください｡

バッテリーのケーブルは､接触不良にならぬよう､端
子にしっかりと固定してください｡

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。

端子が腐食した場合は､ ケーブルを外し（マイナス
ケーブルから先に外すこと）、クランプと端子とを
別々に磨いてください｡ 磨き終わったらケーブルを
バッテリーに接続し（プラスケーブルから先に接続
すること）、端子にはワセリンを塗布してください｡

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属部部部
分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。 そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよようううににに
注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管
本機を30 日以上にわたって使用しない場合は、
バッテリーを取り外して充電しておいてください。
充電終了後は、機体に取り付けて保存しても、機体
から外したままで保存しても構いません。機体に取
り付けて保存する場合は、ケーブルを外しておい
てください。温度が高いとバッテリーは早く放電
しますので、涼しい場所を選んで保管してくださ
い。 バッテリーの凍結を防止するため、フル充電
状態で保管する。 完全充電したバッテリー液の比
重は 1.265～1.299 になります｡
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

タイヤ空気圧は空気バルブで測定し、50運転時間
ごと、または1ヶ月に１回のうち早い方の時期に点
検してください。

前後のタイヤとも規定値に調整して運転してくださ
い。前タイヤの適正空気圧は 103 kPa（1.05 kg/cm2
= 15 psi）、後タイヤは 172 kPa（1.75 kg/cm2 =
15 psi） に統一する。キャブを搭載している場合
は、前後のタイヤとも 172 kPa（1.75 kg/cm2 = 15
psi） に統一する。タイヤ空気圧がそろっていない
と適切な走行ができず、走行駆動系統を破損させる
おそれもあります。測定はタイヤが冷えている状態
で行うのがベストです。

ススステテテアアアリリリンンングググののの整整整列列列ののの修修修正正正
444輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルル

1. 切り換えスイッチ（図 44）の後側を押す（4
輪操舵にセット）。

図図図 444444

1. 2/4 操舵切り換えスイッチ

222輪輪輪＆＆＆444輪輪輪駆駆駆動動動モモモデデデルルル

2. 舗装路面、または土の路面上で、4輪全部が回
転動作をしなくなるまでハンドルを右または
左に切り続ける。この操作により、各車輪が
自動的に同調整列します。

重重重要要要 芝芝芝生生生ののの上上上でででこここののの修修修正正正ををを行行行うううととと各各各タタタイイイヤヤヤ
ののの下下下ののの芝芝芝生生生がががダダダメメメーーージジジををを受受受けけけままますすすかかかららら注注注意意意ししし
てててくくくだだださささいいい。。。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

危危危険険険

高高高温温温高高高圧圧圧ののの冷冷冷却却却液液液ををを浴浴浴びびびたたたりりり、、、高高高温温温のののラララジジジエエエ
タタターーー部部部分分分ににに触触触れれれたたたりりりすすするるるととと大大大火火火傷傷傷をををすすするるる恐恐恐れれれ
がががあああるるる。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱いいいうううちちちはははラララジジジエエエタタターーーのののふふふたたたををを
開開開けけけななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、151515分分分間間間ほほほ
どどどまままっっっててて、、、ラララジジジエエエタタターーーキキキャャャッッップププががが十十十分分分ににに冷冷冷
えええてててかかかららら取取取りりり外外外すすすよよようううにににすすするるるこここととと。。。

••• ラララジジジエエエタタターーーややや周周周囲囲囲ののの高高高温温温部部部分分分ににに触触触れれれななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

危危危険険険

回回回転転転中中中のののフフファァァンンンややや駆駆駆動動動ベベベルルルトトトははは人人人身身身事事事故故故ののの原原原
因因因とととなななるるる。。。

••• マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるるととときききにににははは、、、必必必ずずず所所所定定定のののカカカ
バババーーーををを取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

••• 手手手、、、指指指、、、衣衣衣服服服なななどどどををを、、、フフファァァンンンやややベベベルルルトトトににに近近近
づづづけけけななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• 保保保守守守作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、始始始
動動動キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

注注注意意意

冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 冷冷冷却却却液液液ををを飲飲飲んんんででではははななならららななないいい。。。

••• 冷冷冷却却却液液液ははは子子子供供供やややペペペッッットトトががが触触触れれれななないいい場場場所所所ににに保保保
管管管すすするるるこここととと。。。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

冷却液は、水とエチレングリコール不凍液の50/50
混合液で、出荷時に補給済みです。毎日の作業前
に、補助タンクで冷却液の量を点検してください。
冷却システムの容量は 7.5 リットルです。

1. 液量の点検は補助タンクで行う(図 45)。タン
ク側面についている2本のマークの間にあれ
ば適正である。

2. 液量が不足している場合には補助タンクに補
給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。
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3. 補助タンクのキャップを取り付けて終了。

図図図 454545

1. 補助タンク

ラララジジジエエエタタターーーののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

オーバーヒートを防止するため、ラジエターは常に
きれいにしておいてください。通常の条件では、ラ
ジエターを毎日点検し、必要に応じてよごれを落と
してください。ほこりやよごれの多い場所で使用し
ている場合には、より頻繁な清掃が必要です。

注注注 オーバーヒートによってアタッチメントやエンジ
ンが停止した場合には、まず、ラジエターの点検を
行い、ラジエター周囲にたまっているごみを取り
除いてください。

ラジエターは以下の要領で清掃します：

1. フードを上げ、支持棒で支える。

2. クリーン・アウト・カバーを後フレームの下側
に固定しているフランジナットをゆるめる（図
46）。カバーをめくると、フレームのクリー
ン・アウト・ホール（清掃穴）が露出する。

G014515

図図図 464646

1. クリーン・アウト・カバー

3. ラジエターのファン側から低圧（3.45 bar程
度）の圧縮空気を吹き付けてゴミを吹き飛ばす
水水水洗洗洗いいいしししななないいいこここととと。次に、機体前側から吹き、
さらにもう一度ファン側から吹いて清掃する。

4. ラジエター本体がきれいになったらベース部
とフレーム部を清掃し、溝にたまっているゴ
ミを取る。エンジンルームとブレーキリンク
も清掃・確認しておくようにする。

5. カバーを閉じ、フランジナットで固定する。

6. フードを閉じる。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキペダルの遊びが 25 mm以上となったり、
ブレーキの効きが悪いと感じられるようになった
ら、調整を行ってください。遊びとは、ブレーキペ
ダルを踏み込んでから抵抗を感じるまでのペダル
の行きしろを言います。

注注注 調整の前と後に、ホイールモータのバックラッ
シュ（ギアのガタ）を利用してドラムを前後にゆす
り、ドラムが何にも接触していないことを確認し
てください。

1. 遊びを減らす（ブレーキを締める）には、ブ
レーキケーブルのネジ山の前ナットをゆるめ、
後ろのナットを締める (図 47)。

1 2

図図図 474747

1. ブレーキケーブル 2. 前ナット

2. 後ナットを締めてケーブルを後方に移動させ
て、ホイールがロックする前のブレーキペダル
の遊びが 12.7 - 19 mm なるように調整する。

3. 前ナットを締め、左右のケーブルが同じよう
に動作することを確認する。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
駐車ブレーキが掛からなくなったら、ブレーキの
ツメの調整が必要です。

1. 駐車ブレーキのツメをフレームに固定してい
るネジ2本をゆるめる(図 48)。

1
4

3
2

図図図 484848

1. ブレーキケーブル 3. 駐車ブレーキのツメ

2. ネジ（2本） 4. ブレーキの戻り止め

2. ブレーキのツメが戻り止めに完全に掛かるま
で駐車ブレーキペダルを前に踏み込む(図 48).

3. ネジを 2 本とも締めて調整を固定する。

4. ブレーキペダルを踏み込んで駐車ブレーキを
解除する。

5. 試運転で調整の確認を行い、必要に応じて再
調整する。
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ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

使用開始後最初の 10 時間

1. フードを上げ、支持棒で支える。

2. オルタネータ側プーリとクランクシャフト側
プーリ間の中央部でオルタネータベルト(図
49)を指で10 kg程度の力で押してベルトの張
りを点検する。

図図図 494949

1. オルタネータ 3. ブレース

2. ボルト

ベルトのたわみが 11 mm あれば適正とする。
たわみの量が適正でない場合は手順 へ進む。
適正であれば調整は不要である。

3. ブレースをオルタネータ（図 49）に固定して
いるボルトと、オルタネータのピボットボル
トをゆるめる。

4. オルタネータとエンジンの間にバールを差し
込み、オルタネータの位置を変えて必要な張
りを出す。

5. 調整が終わったらそれぞれのボルトを締める。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

走走走行行行ドドドララライイイブブブのののニニニュュューーートトトラララルルル調調調整整整
注注注 最近に油圧オイルの交換や走行モータ、ホースの
交換などを行った場合には、この調整作業を行う
前に、油圧システム内部に入り込んでいるエアを
パージする必要があります。パージ作業は、マシン
を前進方向および後退方向に数分間運転すれば完
了します；パージ作業後、必要に応じて油圧オイ
ルを補給してください。

本機が体が平らな床面にあるときに、走行ペダルか
ら足をはなしても機体が動きだすようでしたら調
整が必要です。調整が必要な場合は、以下の要領
で行います：

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、
アタッチメントを床面まで降下させる。

2. 機体の後部をジャッキアップして両方の後輪
を床から浮かす。落下事故防止のために、
ジャッキスタンドや支持ブロックなどを使っ
て機体をサポートする。

注注注 4 WD モデルでは前輪も同様に浮かせる必
要があります（ジャッキスタンドで支えてく
ださい）｡

警警警告告告

こここののの調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささせせせななながががららら
行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。危危危険険険ををを伴伴伴ううう作作作業業業ででであああるるる
かかかららら、、、

高高高温温温部部部分分分ややや回回回転転転部部部、、、可可可動動動部部部ににに顔顔顔ややや手手手足足足ををを近近近
づづづけけけぬぬぬよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

3. エンジンを始動し、スロットルを Slow 位置
にセットし、後タイヤが回転する方向を確認
する。

• 左後タイヤが回転している場合には、左側
トランスミッション・コントロールロッド
のジャムナットをゆるめる（図 50）。

注注注 コントロール・ロッドの前端部のねじ
は左ねじです。ロッドの後端部（トランス
ミッションに接続されている方）は、右
ねじです。
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図図図 505050

1. トランスミッションコントロール・ロッド

• 左後輪が逆転している場合は、ロッドを
ゆっくりと左に回し（前から見て）、左後
輪の回転が止まるかあるいは最小限になる
までロッドを長くしていく。

• 左後タイヤが前進回転している場合には、
回転が止まるところまで、ロッドをゆっく
り右回転（前から見て）させる（ロッド
を短くする）。

4. スロットルをFAST位置とする。タイヤが回転
しない、あるいはごくわずかのバック回転し
かしていないことを確認する。必要に応じて
調整する。

5. ジャムナットを締めつける。

6. 右後タイヤについても同じ作業を行う；調整
は右側トランスミッションコントロール・
ロッドで行う。

7. エンジンを止める。ジャッキスタンドをはず
し、機体を床に下ろす。

8. 試験運転で調整を確認する。

最最最高高高走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整
1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離して

ニュートラル位置とし、駐車ブレーキを掛け
る。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 走行ペダルのストップボルトについているジャ
ムナットをゆるめる(図 51)。

図図図 515151

1. 走行ペダル 3. 1.5 mm

2. ストップボルトとジャムナッ
ト（前進用）

4. ストップボルトとジャムナッ
ト（後退用）

4. ストップボルトを一番内側位置に（走行ペダ
ルから一番遠くに）セットする。

5. 手を使って走行ペダルを軽く押し、前進一杯位
置に止まるまで押し下げる。できるだけ軽い力
で、走行ペダルを前進一杯位置に保持する。

6. 運転席を倒した状態でトランスミッションを
観察し、走行ペダルが一杯に踏まれてストッ
プに当たっていてもリンクに過度な負荷がか
かっていない（トランスミッションが動かな
い）ことを確認する。

7. ストップ・ボルトを走行ペダルに近づけるよう
に調整して、ストップ・ボルトの頭部と走行
ペダルの底部との間に 1.5 mm の隙間を作る。

8. ジャムナットを締めて調整を固定する。

9. 後退時の最大速度を調整したい場合には、後退
用のストップボルトを同じ方法で調整する。
後退速度を大きくするには、ストップボルトを
締め込み、後退速度を小さくするにはストッ
プボルトがもっと突き出るようにする。

速速速度度度リリリミミミッッッタタタレレレバババーーーのののセセセッッットトト方方方法法法
速度リミッタレバー（図 52）を前側に倒すと、運
転中の最高速度を制限することができます。

1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離して
ニュートラル位置とし、駐車ブレーキを掛け
る。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 速度リミッタ・ストップボルトのジャムナッ
トをゆるめる（図 52）。
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図図図 525252

1. 速度リミッタ･レバー 2. ストップボルトとジャムナット

4. ストップボルトをねじ込むほど刈り込み速度
が速くなり、抜き出すほど遅くなります。

5. ジャムナットを締めて調整を固定する。

6. 速度リミッタレバーを下位置まで回し、マシ
ンの試運転を行って調整を確認し、必要に応
じて再調整する。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備
油圧オイル溜めに 17 リットルの高品質のトラクタ
用トランスミッションオイルを満たして出荷してい
ます。推奨オイルの銘柄を以下に示します：

ToroToroToro プププレレレミミミアアアムムム・・・トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン///油油油圧圧圧トトトラララクククタタタ･･･オオオイイイルルル (19
リットル缶または208 リットル缶。）パーツカタログまたは代理
店でパーツ番号をご確認ください。

他に使用可能なオイル：トロのオイルが入手でき
ない場合は、Mobil® 424 油圧作動液を使用する
ことができます。

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねます。

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、そ
のためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オ
イル用の着色剤（20 ml 瓶）をお使いいただくと
便利です。1瓶で 15-22 リットルのオイルに使用
できます。パーツ番号は P/N 44-2500。ご注文はト
ロ社の代理店へ。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

初めての運転の前に必ず油量を確認し、その後は
毎日点検してください。

1. 平らな場所に駐車する。走行ペダルから足を
離してペダルをニュートラル位置に戻し、エ
ンジンを始動する。エンジンをできるだけ低
い rpm で回してシステム内のエアをパージす
る。PTOPTOPTO ははは作作作動動動さささせせせななないいいこここととと。デッキを上昇
させて昇降シリンダが伸びた状態とし、エン
ジンを停止し、キーを抜き取る。

2. 油圧オイル補給口のキャップ（図 53）を取
る。

3. ディップスティックを抜き､ウェスで一度き
れいに拭く(図 53)。

4. もう一度首まで完全にねじ込んでから抜き、
オイルの量を点検する（図 53）。

オイルの量がディップスティックのノッチ範
囲より少なければ、適切な高品質油圧オイル
を補給する。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

5. ディップスティックを元に戻し、キャップを
取り付けて手で軽く締め付ける。

6. オイル洩れがないかホース部と接続部をすべ
て点検する。
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図図図 535353

1. ディップスティック

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

1. PTOを解除し、走行ペダルから足を離して
ニュートラル位置とし、駐車ブレーキを掛け
る。

2. スロットルレバーを Slow 位置にセットし、エ
ンジンを停止し、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認してから運転席を降りる。

3. 油圧オイルタンクとトランスミッション･ケー
スの下にオイルを受ける大型の容器を置き、
それぞれのドレンプラグを外してタンク内の
オイルを完全に排出、回収する(図 54)。

�

図図図 545454

1. トランスミッションのケース
ドレン･プラグ

3. 油圧オイルタンクのドレン
プラグ

2. フィルタ

4. 油圧オイルフィルタの取り付け部周辺をきれ
いに拭いてフィルタを取り外す(図 54)｡

5. すぐに新しいオイルフィルタを取り付ける。

6. 油圧オイルタンクとトランスミッションのド
レンプラグを取り付ける。

7. タンクの所定位置までオイルを入れる（約1.7
リットル）；「油圧オイルを点検する」を参
照。

8. エンジンを始動し、オイル漏れがないか点検
する。エンジンを約5分間運転した後、エンジ
ンを停止する。

9. エンジン停止後、2分間待って油圧オイルの量
を点検する；「油圧オイルの量を点検する」
を参照。
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キキキャャャブブブののの保保保守守守

エエエアアアコココンンンののの性性性能能能ををを最最最大大大ににに引引引ききき出出出
すすすにににははは
• 直射日光による温度上昇を避けるために、駐車

するときは日陰を選ぶか、ドアを開放してお
きましょう。

• ヒーター停止バルブが閉じていることを確認す
る。

• エアコンのスクリーンが目詰まりを起こしてい
ないか時々点検しましょう。

• エアコンのコンデンサのフィンが目詰まりを起
こしていないか時々点検しましょう。

• エアコンのブロアは中程度の速度設定で使い
ましょう。

• 屋根部やヘッドライナーのシールが破損してい
ないか点検しましょう。必要に応じて修理調整
すましょう。

• ヘッドライナーの中央ベントの正面で温度を測
定してみましょう（通常は、10℃以下程度のと
ころで安定します）。

• 詳細についてはサービスマニュアルを参照して
ください。.

キキキャャャブブブのののエエエアアアフフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと （破れている場合や汚

れがひどい場合は交換する。）

1. キャブ内とキャブ後部のエアフィルタについ
ているつまみねじを外して、格子を取り外す
（図 55）。
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図図図 555555

1. つまみねじ 3. エアフィルタ

2. 格子

2. フィルタをエアで吹いて清掃する（エアにオ
イルが含まれていないことを確認）。

重重重要要要 破破破れれれててていいいるるる場場場合合合ややや汚汚汚れれれがががひひひどどどいいい場場場合合合ははは
フフフィィィルルルタタタををを交交交換換換すすするるる。。。

3. フィルタと格子を取り付け、つまみねじで元
通りに固定する。
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エエエアアアコココンンン用用用コココイイイルルルののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 250運転時間ごと （悪条件下ではより

頻繁に整備を行う）。

1. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2. ファンとコンデンサカバーをファンマウント
に固定しているネジ（4本）を取る（図 56）。

3. コンデンサカバーから注意深くファンを取り
出す。

図図図 565656

1. キャビンのルーフ（屋根） 5. ファン

2. コンデンサカバー 6. ねじ

3. ワッシャ 7. エアコン用コンデンサ（凝
縮器）

4. ナット

4. コンデンサカバーの前部をキャブの屋根に固
定しているナット（2個）とワッシャを外す
（図 56）。

5. カバーと屋根との間にあるファン用のプラグ
をコネクタからを外す。

6. ファンとカバーを取り外す。

7. エアコンのコンデンサのスクリーンを外して清
掃する。「エアコンのコンデンサのスクリー
ンの清掃」を参照。

8. スクリーンを圧縮空気でていねいに洗浄する
（図 56）。

9. エアコンのコンデンサのスクリーンの交換

10. コンデンサカバーとファンを交換する。コン
デンサカバーを固定する前に、忘れずにファ
ンの配線を接続すること。

エエエアアアコココンンンのののコココンンンデデデンンンサササのののスススクククリリリーーー
ンンンののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと （悪条件下ではより頻

繁に整備を行う）。

1. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2. ファンマウントの後部についているラッチを
上に回して横向きにする（図 57）。

図図図 575757

1. ラッチ 2. エアコンスクリーン

3. エアコンコイルからスクリーンを引き出す
（図 57）。

4. スクリーンを圧縮空気でていねいに洗浄する
（図 57）。

5. スクリーンを、エアコンコイルの下のチャネ
ルの中に差し込んで、ラッチを下げてスク
リーンを固定する。
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洗洗洗浄浄浄

CabCabCabキキキャャャブブブののの清清清掃掃掃
重重重要要要 キキキャャャブブブのののドドドアアアややや屋屋屋根根根のののシシシーーールルル部部部分分分ににに高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄
機機機ののの水水水ををを吹吹吹ききき付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水がががシシシーーー
ルルルををを破破破損損損さささせせせ水水水漏漏漏れれれををを起起起こここしししままますすす。。。通通通常常常のののホホホーーースススででで
水水水洗洗洗いいいしししてててくくくだだださささいいい。。。

ごごごみみみののの投投投棄棄棄にににつつついいいててて
エンジンオイル、バッテリー、油圧オイル、冷却液
は環境汚染物質です。これらの物質は、それぞれの
地区の法律などに従って適切に処分してください。

保保保管管管
エエエンンンジジジンンン
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグを

はめる。

2. オイルフィルタを外して捨てる。新しいフィ
ルタを取り付ける。

3. エンジンに、推奨されているモーターオイル
を所定量（3.8リットル）入れる。の「エンジ
ンオイルの交換」を参照。

4. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

5. 燃料タンク、燃料ライン、ポンプ、セパレー
タから燃料を抜き取る。 燃料タンクの内部
をきれいな燃料で洗浄し、ラインを元通りに
接続する。

6. エアクリーナをきれいに清掃する。

7. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を
防水テープでふさぐ。

8. オイルタンクと燃料タンクのフタが締まって
いるのを確認する。

機機機体体体
1. マシン本体、エンジン部分とアタッチメント

きれいに洗浄、特に以下の部分を入念に清掃
してください：

• ラジエターとラジエタースクリーン

• アタッチメントの底部

• アタッチメントカバーの下

• PTO シャフトアセンブリ

• グリス注入部やピボット部

• コントロールパネルを外してボックス内部

• 運転席（シートプレートの下とトランス
ミッションの上面）

2. 前後のタイヤ空気圧を点検する；「タイヤ空
気圧の点検」を参照。

3. ブレードを外して研磨とバランス調整を行
う。ブレードを取り付け、115-149 N-mにト
ルク締めする。

4. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必
要な締め付けを行う。

5. グリス注入部やピボット部全部とトランスミッ
ションのバイパスバルブのピンをグリスアッ
プする。にじみ出たグリスはふき取る。

6. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、
タッチアップする。 金属部の変形を修理す
る。

7. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う：

A. バッテリー端子からケーブルを外す。
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B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を
重曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にワセリン
（Grafo 112X: P/N 505-47）を薄く塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごと
に24時間かけてゆっくりと充電する。
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリング（シールドタイプ、グリス注入タイ
プ共）、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品とし
てダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼルなど）
を使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために発
生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証：：：

ディープサイクル･バッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に
放出することのできるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わ
ります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電
が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよう
な通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注：（リチウムイオンバッテリーについて）：リチウムイオンバッテリーには、そ
の部品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品が
あり、その保証は期間割保証（補償額逓減方式）となります。さらに詳しい情
報については、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交
換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、これら
に関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証によ
り、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によっては、
お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められ
たエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは
別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照くださ
い。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。
くわしくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されてい
る、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたずねくだ
さい。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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